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日
本
民
法
に
お
い
て
は
、
無
効
と
取
消
可
能
は
次
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。

無
効
な
法
律
行
為
は
、
特
定
人
の
主
張
を
ま
た
ず
に
当
然
に
、

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、

す
べ
て
の
者
と
の
関
係
で
効
力
が
な
く
、
時
間
の
経
過
や
追
認
に
よ
っ

て
も
補
正
さ
れ
な
い
（
民
法
―
一
九
条
）
。
そ
れ
に
対
し
て
、
取
消
可
能
な
法
律
行
為
は
、
取
消
が
あ
る
ま
で
は
有
効
で
、
取
消
権
者
の
取
消

し
か
も
最
初
か
ら
効
力
が
な
い
も
の
と
な
り
（
民
法
―
ニ
―
条
）
、
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
取
消
が
で
き
な
く
な
り
（
民

(
1
)
 

法
―
二
六
条
）
、
追
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
民
法
―
二
二
条
）
。

こ
の
よ
う
に
民
法
の
規
定
上
は
、
法
律
行
為
が
無
効
で
あ
る
場
合
と
取
消
可
能
で
あ
る
場
合
と
の
法
律
効
果
に
お
け
る
違
い
は
、

り
明
確
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
違
い
は
、
実
際
に
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
。

一
般
に
は
、
あ
る
法
律
行
為
が
無
効
と
さ
れ
る
か
、
取
消
可
能
と
さ
れ
る
か
は
、
立
法
政
策
の
問
題
で
あ
る
と
さ
れ
、
「
法
律
の
理
想
か

ら
見
て
、
何
人
の
意
思
を
も
問
わ
ず
に
当
然
に
効
力
を
認
む
べ
き
で
は
な
い
、

で
あ
り
、
「
特
定
の
人
の
意
思
に
よ
っ
て
効
力
を
否
定
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
取
消
し
う
る
も
の
と
な
す
べ
き

で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
公
益
的
理
由
か
ら
す
る
無
効
と
個
人
的
利
益
保
護
の
見
地
か
ら
の
取
消

と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
民
法
に
よ
れ
ば
、
意
思
表
示
は
、

は

じ

め

に

か
な

と
い
う
客
観
的
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
無
効
と
す
べ
き
」

た
と
え
ば
、
要
素
の
錯
誤
を
理
由
と
し
て
無
効
に
な
り
（
民
法
九
五
条
）
、
詐
欺
・
強
迫

を
理
由
と
し
て
取
消
可
能
に
な
る
（
民
法
九
六
条
）
。
こ
の
違
い
を
、
先
に
示
し
た
区
別
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
表
意
者
の
個
人
的
な
利
益
の
保
護
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
以
前
は
、
意
思
表
示
が
錯

六
四

17-4 -716 (香法'98)



ドイツ民法典の編纂過程における取消概念の変遷（田中）

切
あ
る
法
律
行
為
が
完
全
に
有
効
と
な
ら
な
い
の
は
、

か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

(1) こ
こ
に
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。

ん
ど
同
じ
法
律
効
果
を
持
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

が
不
要
と
い
う
点
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、

行
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

「
無
効
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

六
五

「
取
消
可
能
」
そ
の
も
の
で
は
な

に
近
づ
け
る
努
力
が
さ
れ
て
い
る
。

誤
を
理
由
と
し
て
無
効
で
あ
る
の
は
、
内
心
的
な
意
思
が
欠
如
す
る
か
ら
で
あ
り
、
詐
欺
・
強
迫
を
理
由
と
し
て
取
消
可
能
で
あ
る
の
は
、

意
思
の
決
定
過
程
に
瑕
疵
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
意
思
表
示
の
効
果
に
関
し
て
、
当

事
者
の
内
心
の
意
思
を
重
視
す
る
か
（
意
思
主
義
）
、
表
示
に
よ
っ
て
推
断
さ
れ
る
意
思
を
中
心
と
す
る
か
（
表
示
主
義
）
は
、
法
律
の
自
由
、

す
な
わ
ち
、
立
法
政
策
的
な
問
題
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
錯
誤
を
理
由
と
す
る
法
律
行
為
の
無
効
は
「
意
思
主
義
に
傾
き
過

ぎ
た
不
当
な
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
錯
誤
の
規
定
も
ま
た
表
意
者
保
護
の
規
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

す
る
無
効
と
理
解
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
有
力
な
見
解
に
よ
れ
ば
、

無
効
を
主
張
で
き
る
者
は
限
定
さ
れ
、

遡
及
的
な
追
認
も
可
能
で
あ
る
。
無
効
の
主

張
に
は
、
期
間
の
制
限
が
あ
り
、
責
め
の
な
い
第
三
者
の
保
護
も
承
認
さ
れ
て
い
る
。
違
い
が
あ
る
の
は
、
相
手
方
に
対
す
る
意
思
表
示

こ
の
よ
う
な
錯
誤
無
効
の
取
消
化
な
ど
を
背
景
と
し
て
、

無
効
概
念
を
多
様
化
す
る
試
み
が

要
す
る
に
、
法
律
行
為
を
無
効
と
す
る
か
取
消
可
能
と
す
る
か
の
基
準
は
、
意
思
が
欠
如
し
て
い
る
か
、
瑕
疵
が
あ
る
だ
け
か
に
よ
る

べ
き
で
は
な
く
、
公
益
の
た
め
で
あ
る
か
、
個
人
的
利
益
の
た
め
で
あ
る
か
こ
よ
る
べ
き
と
さ
れ
、

人
的
利
益
の
た
め
で
あ
る
場
合
に
は
、
民
法
が
規
定
し
て
い
る
「
無
効
」
を
「
取
消
可
能
」

錯
誤
を
理
由
と
す
る
無
効
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
い
る
「
取
消
可
能
に
類
似
す
る
無
効
」

そ
れ
は
な
お

い
の
か
。
無
効
と
取
消
可
能
を
区
別
す
る
決
定
的
な
違
い
は
、

そ
も
そ
も
何
か
。

た
と
え
ば
、
錯
誤
無
効
の
よ
う
に
個

は
、
民
法
が
予
定
し
て
い
る
無
効
と
は

そ
の
法
律
行
為
に
有
効
要
件
が
欠
け
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、

無
効
と
な
っ
た

こ
の
取
消
可
能
に
類
似
す
る
無
効
は
、

取
消
可
能
と
ほ
と

こ
の
無
効
を
、
取
消
可
能
に
類
似

17 4 -717 (香法'98)



得
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

そ
の
た
め
に
、
以
下
、

ま
ず
、

(10) 

り
、
取
消
可
能
と
な
っ
た
り
す
る
の
は
、
欠
け
て
い
る
有
効
要
件
に
違
い
が
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
今

日
で
は
、
あ
る
法
律
行
為
を
無
効
と
す
る
か
取
消
可
能
と
す
る
か
は
立
法
政
策
の
問
題
と
さ
れ
、
公
益
的
理
由
と
個
人
的
利
益
保
護
の
見

地
に
よ
っ
て
区
別
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
区
別
は
、
公
益
に
関
係
す
る
有
効
要
件
が
欠
如
す
れ
ば
法
律
行
為
は

無
効
と
な
り
、
個
人
的
利
益
に
関
係
す
る
有
効
要
件
が
欠
如
す
れ
ば
法
律
行
為
は
取
消
可
能
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

し
た
が
っ

て
、
錯
誤
無
効
の
取
消
化
は
、
錯
誤
に
お
い
て
欠
如
し
て
い
る
有
効
要
件
と
、
詐
欺
・
強
迫
に
お
い
て
欠
如
し
て
い
る
有
効
要
件
と
の
違

い
を
、
法
律
効
果
と
の
関
係
で
は
認
め
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
無
効
と
取
消
可
能
と
の
関
係
で
有
効
要
件
を
分

類
す
る
基
準
は
公
益
的
理
由
と
個
人
的
利
益
保
護
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
錯
誤
に
よ
る
無
効
と
詐
欺
・
強
迫
に
よ
る
取
消
可
能

と
の
区
別
に
お
い
て
、
以
前
は
、
内
心
的
意
思
の
欠
如
と
意
思
の
決
定
過
程
の
瑕
疵
と
の
区
別
が
注
目
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
区

別
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
有
効
要
件
の
違
い
は
も
は
や
重
要
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

後
者
の
、
欠
如
す
る
有
効
要
件
の
違
い
と
い
う
問
題
は
次
の
よ
う
な
問
題
に
も
関
係
し
て
い
る
。
錯
誤
し
て
な
さ
れ
た
意
思
表
示
は
、

日
本
で
は
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
無
効
で
あ
る
（
民
法
九
五
条
）
。
し
か
し
、

B
と
略
す
）
―
-
九
条
）
。
ま
た
、
未
成
年
者
が
、
法
定
代
理
人
の
同
意
な
し
に
締
結
し
た
契
約
は
、
日
本
で
は
取
消
可
能
で
あ
る
が
（
民
法
四

条
）
、
ド
イ
ツ
で
は
未
確
定
無
効
(
S
c
h
w
e
b
e
n
d
e
U
n
w
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
)
で
あ
る
(
B
G
B
1
0
八
条
）
。
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
、
欠
如
し
て
い
る
も
の

は
同
じ
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、

な
ぜ
、

ド
イ
ツ
で
は
取
消
可
能
で
あ
る
（
ド
イ
ツ
民
法
典
（
以
下
、

B
G

日
本
民
法
と

B
G
B
と
で
そ
の
効
果
が
違
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
民
法
と

B
G
B

で
有
効
要
件
の
区
別
・
分
類
に
つ
い
て
異
な
る
基
準
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
答
す
る
前
提
作
業
と
し
て
、
取
消
可
能
概
念
が
形
成
さ
れ
た
一
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
普
通
法
学
に
立
ち

返
っ
て
、
取
消
可
能
概
念
の
意
味
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
無
効
と
取
消
可
能
の
区
別
、
無
効
の
取
消
化
な
ど
の
問
題
を
考
え
る
視
座
を
獲

一
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
普
通
法
に
取
消
可
能
(
A
n
f
e
c
h
t
b
a
r
k
e
i
t
)
の
概
念
を
持
ち

六
六
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ドイツ民法典の編纂過程における取消概念の変遷（田中）

た
W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
の
見
解
を
、
そ
れ
を
批
判
し
た

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
の
見
解
と
と
も
に
検
討
し

（
三
）
。
こ
れ
ら
の
作
業
に
よ
っ
て
、
法
律
行
為
の
効
力
に
関
し
て
は
実
に
多
様
な
概
念
が
存
在
す
る
こ
と
、
取
消
可
能
概

を
検
討
す
る

六
七

一
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
普
通
法
の
集
大
成
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
民
法
典
に
影
響
を
与
え

（
二
）
、
そ
の
後
に
、

B
G
B
の
編
纂
過
程

念
に
変
遷
が
あ
っ
た
こ
と
、
無
効
と
取
消
可
能
の
区
別
が
論
者
の
考
察
方
法
の
違
い
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

最
後
に
、
冒
頭
で
提
起
し
た
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
の
解
答
を
試
み
た
い

（
む
す
び
）
。

(
1
)

我
妻
栄
『
新
訂
民
法
総
則
」
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
（
本
稿
で
は
第
一
三
刷
を
使
用
）
三
八
五
頁
以
下
。
於
保
不
二
雄
編
『
注
釈
民
法
④

有
斐
閣
、
一
九
六
七
年
（
本
稿
で
は
第
一
四
刷
を
使
用
）
ニ
ニ
面
符
竿

r
[奥
田
昌
道
]

0

(
2
)

我
妻
『
新
訂
民
法
総
則
』
三
八
六
頁
以
下
。

(
3
)

於
保
編
『
注
釈
民
法
い
』
―
―
―
六
頁
〔
奥
田
〕
、
柳
澤
秀
吉
「
無
効
と
取
消
」
名
城
法
学
―
―
一
四
巻
一
号
（
一
九
八
四
年
）
一
頁
以
下
。

(
4
)

於
保
編
『
注
釈
民
法
④
』
ニ
―
六
頁
[
奥
田
]
゜

(
5
)

梅
謙
次
郎
『
初
版
民
法
要
義
巻
之
一
総
則
編
』
信
山
社
、
一
九
九
二
年
（
初
版
一
八
九
六
年
）
一
八
九
頁
以
下
、
一
九
七
頁
。

(
6
)

我
妻
『
新
訂
民
法
総
則
』
二
四
二
、
二
八
六
頁
。

(
7
)

我
妻
『
新
訂
民
法
総
則
』
―
―

101
―頁。

(
8
)

我
妻
『
新
訂
民
法
総
則
』
三

0
三
頁
以
下
。
椿
寿
夫
「
錯
誤
無
効
と
詐
欺
取
消
の
関
係
」
広
島
法
学
―

0
巻
三
号
(
-
九
八
七
年
）
一
九
頁
以
下
。

(
9
)

椿
、
広
島
法
学
一

0
巻
三
号
四

0
頁
以
下
。
同
「
法
律
行
為
”
無
効
“
の
細
分
化
・
類
型
化
ー
再
検
討
の
た
め
の
中
間
視
点
ー
」
法
律
論
叢
六
七
巻

四
•
五
・
六
号
(
-
九
九
五
年
）
＝
―
-
三
頁
以
下
。

(10)

幾
代
通
『
民
法
総
則
』
青
林
書
院
新
社
、
一
九
六
九
年
（
本
稿
で
は
第
一
五
刷
を
使
用
）
一
九
四
頁
以
下
に
よ
れ
ば
、
法
律
行
為
の
成
立
の
た
め
の
要
件

（
成
立
要
件
）
と
法
律
行
為
が
有
効
で
あ
る
た
め
の
要
件
（
有
効
要
件
ま
た
は
効
力
要
件
）
が
区
別
さ
れ
る
。

こ
の
有
効
要
件
と
区
別
さ
れ
る
も
の
に
、
法
律
要
件
が
あ
る
。
我
妻
『
新
訂
民
法
総
則
」
二
三
一
頁
以
下
に
よ
れ
ば
、
法
律
要
件
と
は
、
「
法
律
上
の
効

果
を
生
ず
る
生
活
関
係
」
で
あ
り
、
法
律
要
件
を
組
成
す
る
事
実
を
法
律
事
実
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
契
約
が
法
律
要
件
で
あ
り
、
申
込
と
承
諾
が
法
律
事

込
ん
だ
と
さ
れ
る

S
a
v
i
g
n
y
の
見
解
を
（
一
）
、
次
に
、

総
則
①
』

17-4 -719 (香法'98)



て、

よ
り
正
確
に
定
義
さ
れ
、

明
白
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

S
a
v
i
g
n
y
は、

無
効
と
取
消
可
能
の
区
別
に
つ
い
て
、

(11) 

(12) 

(13) 
取
消
可
能
概
念

S
a
v
1
g
n
y
の
見
解

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
事

U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
と
そ

実
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
遺
言
の
よ
う
に
法
律
要
件
と
法
律
事
実
が
一
致
す
る
場
合
も
あ
る
と
さ
れ
る
。

B
e
r
n
h
a
r
d
 W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
,
 
L
e
h
r
b
u
c
h
 d
e
s
 P
a
n
d
e
k
t
e
n
r
e
c
h
t
s
,
 9
.
 
Aufl. B
d
.
 1
,
 
2
.
 
N
e
u
d
r
u
c
k
 d
e
r
 A
u
s
g
a
b
e
 F
r
a
n
k
f
u
r
t
 a
m
 M
a
i
n
 1
9
0
6
,
 

A
a
l
e
n
,
 1
9
8
4
,
 
S
.
 4
2
6
 
A
n
m
.
 7
 

(
以
下
、

P
a
n
d
e
k
t
e
n
1

と
略
す
）

普
通
法
に
お
け
る
取
消
可
能
概
念
と
そ
の
混
乱
に
つ
い
て
は
、
山
下
末
人
「
取
消
・
解
除
に
於
け
る
原
状
回
復
義
務
」
法
学
論
叢
六
一
巻
五
号
(
-
九
五

五
年
）
一
〇
七
頁
以
下
参
照
。

一
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
普
通
法
な
ら
び
に

B
G
B
に
お
け
る
無
効
概
念
に
つ
い
て
は
、
林
幸
司
「
錯
誤
無
効
の
追
認
可
能
性
と
民
法
―
一
九
条
の
解
釈
論
的

意
義
に
つ
い
て
1

錯
誤
無
効
の
『
取
消
へ
の
接
近
』
と
そ
の
限
界
に
関
す
る
一
考
察
ー
」
立
命
館
法
学
一
九
八
八
年
一
一
号
一
九

0
頁
以
下
、
田
口
勉
「
ド

イ
ツ
民
法
に
お
け
る
法
律
行
為
の
不
成
立
と
無
効
」
法
律
時
報
六
八
巻
七
号
(
-
九
九
六
年
）
七
五
頁
以
下
参
照
。
な
お
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
,
P
a
n
d
e
k
t
e
n
 1,
 

S
.
 4
2
4
 A
n
m
.
 2

で
は
、
無
効
な
法
律
行
為
か
ら
当
事
者
が
意
図
し
た
以
外
の
法
律
効
果
が
発
生
す
る
こ
と
を
認
め
、

S
.
4
4
1
 A
n
m
.
 1
0

で
は
、
無
効
な
法

律
行
為
を
追
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
債
権
的
な
形
で
、
法
律
行
為
が
ず
っ
と
有
効
で
あ
っ
た
よ
う
に
取
り
扱
う
義
務
が
発
生
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

「
私
が
完
全
と
よ
ぶ
の
は
、
有
効
(
W
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
)
を
ま
っ
た
＜
否
定
す
る
U
n
g
i
.
i
l
t
i
g
k
e
i
t
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

れ
が
否
定
し
て
い
る
事
実
(
T
h
a
t
s
a
c
h
e
)
そ
れ
自
体
と
が
、
効
力
と
範
囲
に
つ
い
て
完
全
に
重
な
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

例
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
て
い
る
技
術
的
な
表
現
は
無
効
(Nichtigkeit)
で
あ
る
。
こ
の
法
概
念
は
、
次
の
反
対
の
も
の
を
示
す
こ
と
に
よ
っ

不
完
全
な
U
n
g
l
i
l
t
i
g
k
e
i
t
は
、
そ
の
性
質
か
ら
し
て
、
非
常
に
多
様
な
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
様
々
な
種
類
と
程
度
の
、

六
八
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る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
。

法
律
関
係
の
無
効
が
そ
の
単
な
る
否
定
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
我
々
は
、
取
消
可
能
に
お
い
て
は
、
常
に
、
独
自
の
、
新
し
い
、
反
対

に
作
用
す
る
、
相
手
方
の
権
利
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
反
対
に
作
用
す
る
権
利
は
、
独
自
の
性
質
を
持
ち
、
そ
れ
ゆ
え
に
、

ま
た
、
特
別
な
運
命
に
服
す
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
本
来
の
権

利
は
再
び
、
こ
の
栓
桔
か
ら
自
由
に
な
り
、
そ
の
完
全
な
有
効
性
を
主
張
す
る
。
こ
の
こ
と
は
無
効
の
場
合
に
は
決
し
て
起
こ
り
得
な
い
」
。

や
や
わ
か
り
に
く
い
が
、

効
果
を
持
た
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
取
消
可
能
な
法
律
行
為
に
お
い
て
は
、

一
方
で
法
律
行
為
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
た
法
律
効
果
の
発

(
2
)
 

生
が
承
認
さ
れ
、
し
か
し
、
他
方
で
ま
た
、
そ
れ
を
否
定
す
る
法
律
効
果
が
発
生
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

S
a
v
i
g
n
y
に

お
け
る
無
効
と
取
消
可
能
の
区
別
は
、
今
日
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
S
a
v
i
g
n
y
の
ほ
か
の
部
分
の
叙
述
か
ら

ま
ず
、

S
a
v
i
g
n
y
の
見
解
で
は
、
法
律
効
果
が
一
時
的
に
発
生
す
る
か
ど
う
か
は
、
無
効
と
取
消
可
能
の
区
別
と
密
接
な
関
係
が
存
在
す

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
そ
の
決
定
的
な
基
準
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、

S
a
v
i
g
n
y
は
、
解
除
条
件
が
満
た
さ
れ
た
場
合
を
、

偶
然
の
出
来
事
の
結
果
と
し
て
の
無
効
で
あ
る
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
解
除
条
件
の
場
合
に
は
、
当
然
、
法
律
効
果
が
発
生
し
て
い

る。 に
よ
っ
て
現
れ
る
。
私
は
、

い
う
形
態
で
現
れ
、

法
律
事
実
に
対
す
る
反
作
用
(
G
e
g
e
n
w
i
r
k
u
n
g
)
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
訴
権
（
た
と
え
ば
、
強
迫
訴
権
、
パ
ウ

リ
ア
ー
ナ
訴
権
）
、
抗
弁
（
た
と
え
ば
、
悪
意
の
抗
弁
）
、
以
前
の
事
実
に
対
立
す
る
結
果
を
も
つ
新
し
い
法
的
な
行
為
を
要
求
す
る
債
務
関
係
と

さ
ら
に
、
原
状
回
復
(Restitution)
や
遺
言
に
反
す
る
遺
産
占
有
(
B
o
n
o
r
u
m
p
o
s
s
e
s
s
i
o
 c
o
n
t
r
a
 t
a
b
u
l
a
s
)
の
申
し
立
て

こ
の
き
わ
め
て
多
様
な
事
例
を
、
法
律
関
係
の
取
消
可
能
(
A
n
f
e
c
h
t
b
a
r
k
e
i
t
)
と
い
う
共
通
の
名
称
で
表
現
す

そ
れ
は
、
全
部
あ
る
い
は
一
部
効
力
を
失
う
こ
と
が
あ
り
、

S
a
v
i
g
n
y
に
よ
れ
ば
、

無
効
な
法
律
行
為
は
、

も
は
や
（
現
在
、

六
九

そ
し
て
ま
た
将
来
に
お
い
て
）
意
図
さ
れ
た
法
律
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ま
た
、
債
務
関
係
に
お
い
て
履
行
が
完
了
し
て
い
る
場
合
な
ど
も
無
効
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
法
律
行
為
そ
れ
自
体
が
、

有
効
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
。
履
行
が
完
了
し
て
い
る
場
合
に
は
、
法
律
行
為
そ
れ
自
体
は
、
有
効
要

件
を
完
全
に
満
た
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

S
a
v
i
g
n
y
に
お
い
て
は
、
無
効
で
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、
法
律
行
為
の
効
力

を
判
断
す
る
時
点
に
お
い
て
、
法
律
行
為
が
も
は
や
法
律
効
果
を
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
だ
け
で
十
分
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
法
律
行
為
の
法
律
効
果
が
、
特
定
の
人
の
意
思
に
依
存
し
て
い
る
か
ど
う
か
も
、
無
効
と
取
消
可
能
を
区
別
す
る
決
定
的
な

一
方
で
、
総
て
の
取
消
可
能
は
、
特
定
の
人
の
意
思
を

Ungi.iltigkeit
の
根
拠
と
し
て
い
る
と
し
、
他

方
で
、
同
じ
よ
う
に
、
無
効
が
特
定
の
人
の
意
思
に
依
存
す
る
場
合
で
あ
る
相
対
的
(relativ)
無
効
を
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
後
見
人
の
同
意
が
な
い
ま
ま
未
成
年
者
が
売
買
を
行
っ
た
場
合
に
、
そ
れ
が
有
効
(gtiltig)
で
あ
る
の
か
無
効
で
あ
る
の
か
は
、
未
成

年
者
自
身
や
後
見
人
に
依
存
し
て
い
る
と
し
、

ま
た
、
組
合
員
が
別
の
組
合
員
に
対
し
て
組
合
契
約
を
書
面
な
ど
で
解
約
告
知
し
た
が
、

そ
の
組
合
員
が
そ
の
告
知
を
認
識
す
る
ま
で
の
間
、
組
合
契
約
が
有
効
(gtiltig)
で
あ
る
か
無
効
で
あ
る
か
は
、
組
合
員
の
意
思
に
依
存
し

て
い
る
と
し
て
い
る
。

取
消
可
能
に
つ
い
て
は
、
別
の
箇
所
で
も
「
取
消
可
能
に
お
い
て
は
、
効
力
の
障
害
は
、
特
定
の
人
の
特
有
の
権
利
と
し
て
独
自
の
性

質
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
権
利
は
消
滅
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
こ
の
消
滅
に
よ
っ
て
、
本
来
の
法
律
行
為
そ
れ
自
体

(
6
)
 

が
、
完
全
な
、
障
害
を
受
け
て
い
な
い
有
効
な
も
の
と
な
る
」
と
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
無
効
の
場
合
と
は
違
っ
て
、
取
消
可
能
の
場

合
に
は
、
法
律
効
果
が
発
生
し
て
い
る
が
、
同
時
に
、

て
い
る
点
に
も
、

そ
れ
と
は
別
に
発
生
し
た
法
律
効
果
が
あ
る
た
め
に
、
本
来
の
法
律
効
果
が
否
定

さ
れ
た
り
、
制
限
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
引
用
し
た
部
分
に
お
い
て
、
法
律
行
為
で
は
な
く
「
法
律
関
係
」

(
7
)
 

こ
の
こ
と
が
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

基
準
で
は
な
い
。

S
a
v
i
g
n
y
は、

の
取
消
可
能
と
表
現
し

七
〇
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(
1
)
 

こ
の
考
察
方
法
に
よ
っ
て
、

(
8
)
 

次
の
よ
う
な
考
察
方
法
に
基
づ
い
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

つ
の
規
定
群
が
存
在
す
る
こ
と
が
前
提
に
さ
れ
て
い
る
。
法
律
行
為
が
無
効
で
あ
る
か
ど
う
か
の
問
題
は
、

う
一
方
の
（
先
の
規
定
群
を
補
完
あ
る
い
は
修
正
す
る
）
規
定
群
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

対
に
作
用
す
る
権
利
」
が
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
述
べ
た
相
対
的
無
効
も
ま
た
理
解
可
能
な
も
の
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

は
、
最
初
の
規
定
群
に
よ
っ
て

ungi.iltig
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

が
っ
て
判
断
さ
れ
る
問
題
で
あ
り
、

七

そ
れ
に
対
し
て
、
取
消
可
能
は
、
最
初
の
規
定
群
に
よ
れ
ば
有

効
で
あ
る
も
の
の
、
後
者
の
規
定
群
に
よ
っ
て

ungtiltig
と
判
断
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

F
r
i
e
d
r
i
c
h
 C
a
r
l
 
v
o
n
 S
a
v
i
g
n
y
,
 
S
y
s
t
e
m
 d
e
s
 h
e
u
t
i
g
e
n
 R
o
m
i
s
c
h
e
n
 R
e
c
h
t
,
 4
.
 
B
d
.
,
 
B
e
r
l
i
n
,
 
1
8
4
1
,
 
S. 5
:
3
6
f
.
 

(
以
下
、

S
y
s
t
e
m
4

と
略
す
）

lJngtiltigkeit. 
ungilltig
は
、
一
般
に
は
「
効
力
が
な
い
こ
と
，
を
意
味
す
る
が
、
適
当
な
訳
語
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
本
稿
で
は
原
語
の
ま
ま
使
用
す

る
ち
な
み
に
、
原
田
慶
吉
『
ロ
ー
マ
法
ー
|
l
改
訂
ー
』
有
斐
閣
、
一
九
五
五
年
（
本
稿
で
は
第
一
八
版
を
使
用
）
に
よ
れ
ば
、
「
パ
ウ
リ
ア
ー
ナ
訴
権
」

は
、
債
務
者
の
詐
害
行
為
の
場
合
に
認
め
ら
れ
た
救
済
手
段
で
あ
る
（
ニ
―
―
一
三
頁
以
下
）
。
「
悪
意
の
抗
弁
」
は
、
た
と
え
ば
、
法
律
行
為
の
締
結
に
際
し
て

原
告
が
詐
欺
を
行
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
無
方
式
の
免
除
契
約
を
締
結
し
て
お
き
な
が
ら
、
訴
え
を
提
起
し
て
請
求
す
る
と
き
に
、
そ
の
作
用
に
よ
っ
て
被

告
を
免
訴
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
（
三
九

0
頁
）
。
「
原
状
回
復
」
は
、
法
律
上
の
不
正
に
対
す
る
救
済
手
段
で
あ
る
訴
権
と
は
異
な
り
、
法
律
上
一
応
は
合
法

的
形
式
を
備
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
不
当
な
結
果
を
排
除
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
（
四

0
六
頁
）
。
ま
た
、
「
遺
言
に
反
す
る
遺
産
占

有
」
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
遺
言
に
お
い
て
男
子
以
外
の
卑
属
を
見
過
ご
し
、
相
続
人
に
指
定
す
る
か
、
廃
除
す
る
か
を
決
め
て
い
な
い
場
合

に
は
、
遺
目
は
有
効
で
あ
る
も
の
の
、
遺
言
に
反
す
る
遺
産
占
有
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
、
遺
言
に
お
け
る
相
続
人
の
指
定
は
無
効
と
な

取
消
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
の
問
題
は
、

相
対
的
に
無
効
な
法
律
行
為

「
独
自
の
、
新
し
い
、

反

こ
の
規
定
群
に
よ
れ
ば
完
全
に
有
効
で
あ
る
も
の
の
、

も

そ
の
一
方
の
規
定
群
に
し
た

無
効
と
取
消
可
能
の
こ
の
よ
う
な
区
別
は
、

考
察
方
法

す
な
わ
ち
、

こ
こ
で
は
、

17 4 -723 (香法'98)



(
7
)
 

(
6
)
 

(
5
)
 

(
4
)
 

(
3
)
 

(
2
)
 六

一
巻
五
号
一
〇
八
頁
。

り
、
廃
除
さ
れ
な
か
っ
た
卑
属
す
べ
て
が
、

無
遺
言
相
続
の
場
合
と
同
様
の
割
合
で
占
有
を
取
得
し
、
卑
属
で
は
な
い
者
は
完
全
に
排
除
さ
れ
る
（
三
四
四

頁
。
さ
ら
に
、
船
田
享
二
『
ロ
ー
マ
法
第
四
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
（
本
稿
で
は
第
三
刷
を
使
用
）
三
二
九
頁
以
下
、

G
a
i
u
s
,
3, 
1
2
4
 1 1
2
5
参
照
）
。

0
 tto G
r
a
d
e
n
w
i
t
z
,
 
D
i
e
 U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
 o
b
l
i
g
a
t
o
r
i
s
c
h
e
r
 R
e
c
h
t
s
g
e
s
c
h
a
f
t
e
,
 
Berlin, 
1887, 
S. 3
1
0
 
(
以
下
、

U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
と
略
す
）
は
、

す
べ
て
の
無
効
で
は
な
い

U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
を
包
括
で
き
て
い

S
a
v
i
g
n
y
の
取
消
可
能
は
、

無
効
の
単
な
る
対
立
物
で
し
か
な
く
、

S
a
v
i
g
n
y
,
 
S
y
s
t
e
m
 4, 
S. 5
3
9
 ;
 3(1840), 

S. 154. 

S
a
v
i
g
n
y
,
 
S
y
s
t
e
m
 4, 
S. 542f. 

S
a
v
i
g
n
y
,
 
S
y
s
t
e
m
 4, 
S. 539ff. 現
代
2
ド
イ
ツ
で
は
、
相
対
的
(relativ)
u
n
w
i
r
k
s
a
m
は
、
特
定
の
人
と
の
関
係
で
だ
け
無
効
で
あ
る
場
合
を
い
う
。

た
と
え
ば
、

B
G
B
-
―
―
―
五
条
一
項
一
文
「
目
的
物
に
つ
い
て
の
処
分
が
、
特
定
の
人
の
保
護
だ
け
を
目
的
と
し
た
、
制
定
法
の
譲
渡
禁
止
に
違
反
し
て
い

る
場
合
に
は
、
そ
の
譲
渡
は
、
こ
の
人
に
対
し
て
だ
け

u
n
w
i
r
k
s
a
m
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
所
有
権
が
分
割
さ
れ
、

一
般
人
に
対
し
て
と
、
保
護
さ
れ
た
人
に
対
し
て
と
で
所
有
者
が
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

S
a
v
i
g
n
y
が
い
う
相
対
的
無
効
は
今
日
で
い
え
ば
不
確
定

(
s
c
h
w
e
b
e
n
d
)
 u
n
w
i
r
k
s
a
m
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

B

G

B

1
0八
条
一
項
「
未
成
年
者
が
、
必
要
と
さ
れ
る
法
定
代
理
人
の
同
意
な
し

に
喫
約
を
締
結
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
契
約
の
有
効
性
は
そ
の
代
理
人
の
追
認
に
よ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

V
gl. O
t
h
m
a
r
 J a
u
e
r
n
i
g
,
 
B
u
r
 ,
 

g
e
r
l
i
c
h
e
s
 G
e
s
e
t
z
b
u
c
h
,
 
7. 
Aufl., 
M
t
i
n
c
h
e
n
,
 
1994, 
V
o
r
§
1
0
4
,
 3, 
§136, 
3. 

要
す
る
に
、

S
a
v
i
g
n
y
が
い
う
相
対
的
の
基
準
は
、
主
張
者
が
限
定
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
り
、
現
代
ド
イ
ツ
で
い
う
相
対
的
の
基
準
は
、
主
張
の
相
手
方

が
限
定
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
柳
澤
、
名
城
法
学
一
二
四
巻
一
号
一
七
頁
以
下
、
四
七
頁
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
は
、
主
張
者
を
基
準
と
し
、
わ
が
国

に
お
け
る
現
在
の
通
説
は
、
主
張
の
相
手
方
を
基
準
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
薫
「
い
わ
ゆ
る
『
相
対
的
無
効
』
に

つ
い
て
ー
|
フ
ラ
ン
ス
法
を
中
心
に
」
法
律
時
報
六
七
巻
四
号
（
一
九
九
五
年
）
七
八
頁
以
下
も
参
照
。

U
n
w
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
,
 u
n
w
i
r
k
s
a
m
も、

U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
と
同
じ
く
「
効
力
が
な
い
こ
と
」
を
意
味
す
る
が
、
適
当
な
訳
語
が
見
当
た
ら
な
い
の

で
本
稿
で
は
原
語
の
ま
ま
使
用
す
る
。

S
a
v
i
g
n
y
,
 
S
y
s
t
e
m
 4, 
S. 559f. 

M
a
n
f
r
e
d
 H
a
r
d
e
r
,
 
D
i
e
 h
i
s
t
o
r
i
s
c
h
e
 E
n
t
w
i
c
k
l
u
n
g
 d
e
r
 A
n
f
e
c
h
t
b
a
r
k
e
i
t
 v
o
n
 W
i
l
l
e
n
s
e
r
k
l
a
r
u
n
g
e
n
,
 
A
c
P
 173, 
S. 212. 山
下
、

な
お
、

る
と
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

法
学
論
叢

17-4 -724 
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ドイツ民法典の編纂過程における取消概念の変遷（田中）

す
る
反
作
用
も
発
生
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

て
い
る
の
は
、

意
図
さ
れ
た
法
律
効
果
が
ま
っ
た
く
発
生
し
な
い
の
か
、

法
律
効
果
を
発
生
す
る
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
事
実
的
な
状
態
を
、
発
生
あ
る
い
は
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
る
場
合
で
あ
り
、

要
す
る
に
、
意
図
し
た
法
律
効
果
に
対
し
て
反
作
用
が
起
こ
る
(
e
n
t
g
e
g
e
n
t
r
e
t
e
n
)

こ
と
が
あ
り
う
る
場
合
で
あ
る
。
こ
こ
で
決
定
的
と
さ
れ

そ
れ
と
も
、

七

た
し
か
に
発
生
し
継
続
す
る
も
の
の
、

そ
れ
に
対

果
が
ま
っ
た
く
発
生
せ
ず
、

法
律
行
為
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
場
合
で
あ
り
、

取
消
可
能
と
は
、

た
し
か
に
意
図
し
た

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
は、

(
8
)
 

無
効
と
取
消
可
能
の
区
別
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

取
消
可
能
概
念

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
の
見
解

に
よ
れ
ば
、
「
売
買
解
除
訴
権
」
と
は
、
今
日
で
い
う
瑕
疵
担
保
責
任
の
場
合
に
承
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

山
下
、
法
学
論
叢
六
一
巻
五
号
／
八
頁
以
下
参
照
。

S
i
e
g
m
u
n
d

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
,
 
Z
u
r
 
L
e
h
r
e
 
v
o
m
 Z
w
a
n
g
e
,
 
L
e
i
p
z
i
g
,
 
1874(.r--;achdruck, 

1970), 
S. 6
 

(
以
下
、

N
w
a
n
g
e
と
略
す
）
に
よ
れ
ば
、
無
効
と
取
消
可
能
の
対
立
は
、
ロ
ー
マ
法
の
歴
史
的
な
展
開
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
、
純
粋
に

形
式
的
な
性
質
の
対
立
、
す
な
わ
ち
、
市
民
法
に
よ
る

U
n
w
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
と
、
法
務
官
が
市
民
法
の
命
題
を
排
除
し
て
一
定
の
要
件
の
下
で
認
め
た

U
n
w
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
の
対
立
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

S
a
v
i
g
n
y
,
S
y
s
t
e
m
 5(1841), 
S. 
180f. 
は
、
抗
弁
を
市
民
法
上
の
訴
権
と
法
務
官
法
上
の
抗
弁

と
い
う
図
式
で
理
解
す
る
こ
と
を
批
判
し
、

S
y
s
t
e
m
7(1848), 
S. 93ff. 
は
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
、
売
買
解
除
訴
権
、
悪
意
訴
権
、
強
迫
訴
権
な
ど
に

よ
る
回
復
(
R
e
s
t
i
t
u
t
i
o
)
や
原
状
回
復
に
つ
い
て
、
厳
格
法
と
衡
平
法
の
対
立
を
指
摘
し
て
い
る
。
児
玉
寛
「
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
に
お
け
る
古
典
的
民
法
理
論
」

法
政
研
究
五
0
荏
三
•
四
号
二
九
八
四
年
）
三
八
六
頁
以
下
、
永
田
真
一
―
一
郎
「
抗
弁
権
概
念
に
つ
い
て
」
関
西
大
学
法
学
論
集
二
二
巻
四
・
五
・
六
号
（
一

九
七
三
年
）
一
―
―
頁
以
下
参
照
。

ち
な
み
に
、
原
田
ロ
ロ
ー
マ
法
』

頁
以
下
）
。

無
効
と
は
、
意
図
さ
れ
た
法
律
効

（
一
八
六

17~4 725 (香法'98)



そ
れ
に
よ
っ
て
発
生
し
た
法
律
効
果
が
、

そ
の
特
徴
は
、

ひ

取
消
可
能
は
、
S
a
v
i
g
n
y
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
多
様
で
あ
り
、
抗
弁
が
伴
う
請
求
権
の
よ
う
に
法
律
行
為
か
ら
発
生
し
た
法
律
効
果
が

そ
れ
自
体
効
力
が
な
い
場
合
(in
sich selbst kraftlos)
と
、
回
復

(
W
i
e
d
e
r
a
u
f
h
e
b
u
n
g
)

が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
。

前
者
の
場
合
に
は
、
請
求
権
は
た
し
か
に
成
立
(
b
e
g
r
U
n
d
e
t
)
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
法
が
そ
の
成
立
(
E
n
t
s
t
e
h
u
n
g
)
の
た
め
に
要
求
し
て
い
る

事
実
(
T
a
t
s
a
c
h
e
)
が
す
べ
て
存
在
し
、
そ
れ
を
消
滅
さ
せ
る
事
実
は
存
在
し
て
い
な
い
が
、
し
か
し
、
義
務
を
負
っ
て
い
る
者
が
請
求
権
の

実
行
を
拒
否
で
き
る
よ
う
な
事
情
(
U
m
s
t
a
n
d
)
が
存
在
し
、
こ
の
事
情
に
よ
っ
て
請
求
権
が
貫
徹
す
る
こ
と
を
阻
止
で
き
る
と
さ
れ
ぶ
。
抗

弁
の
具
体
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
強
迫
を
原
因
と
す
る
抗
弁
、

(
3
)
 

ウ
ェ
ル
レ
ニ
ア
ー
ヌ
ム
元
老
院
議
決
の
抗
弁
で
あ
る
。

し
た
法
律
効
果
が
、

と
つ
に
は
、
あ
る
法
律
事
実
か
ら
、

悪
意
の
抗
弁
、

マ
ケ
ド
ニ
ア
ー
ヌ
ム
元
老
院
議
決
の
抗
弁
、

後
者
の
回
復
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、
裁
判
官
(Richter)
に
よ
っ
て
回
復
さ
れ
る
場
合
と
、
取
消
さ
れ
る
べ
き
法
律
行
為
に
よ
っ
て
発
生

(
4
)
 

そ
れ
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
て
い
る
者
な
ど
の
行
為
に
よ
っ
て
回
復
さ
れ
る
場
合
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
官

に
よ
っ
て
回
復
さ
れ
る
場
合
に
属
す
る
の
は
、
原
状
回
復
(in
i
n
t
e
g
r
u
m
 restitutio)
、
遺
言
に
反
す
る
遺
産
占
有
(
b
o
n
o
r
u
m
p
o
s
s
e
s
i
o
 c
o
n
t
r
a
 

t
a
b
u
l
a
s
)
、
不
倫
遺
言
の
訴
(
q
u
e
r
e
l
a
inofficiosi 
t
e
t
a
m
e
n
t
i
)

で
あ
る
。
原
状
回
復
と
は
、
あ
る
法
律
事
実
Uuristische
T
a
t
s
a
c
h
e
)
か
ら
、

一
定
の
根
拠
に
基
づ
い
て
、
判
決
に
よ
っ
て
再
度
奪
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
発
生
し
た
法
律
効
果
が
再
度
奪
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、

(
6
)
 

判
官
に
委
ね
ら
れ
、
個
別
事
情
を
配
慮
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
が
裁

こ
の
よ
う
に
原
状
回
復
が
、
変
更
さ
れ
た
こ
と
の
判
決
に
よ
る
否
定
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
原
状
回
復
請
求
権
に
よ
る
回
復
の
場
合
に

は
、
不
利
益
を
受
け
る
者
の
た
め
に
、
利
益
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
債
権
的
(obligatorisch)
請
求
権
が
発
生
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、

回
復
は
裁
判
官
の
判
決
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
私
人
の
行
為
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
悪
意
訴
権
や
強
迫
を
原
因
と
す
る
訴

(
8
)
 

権
が
発
生
す
る
場
合
で
あ
る
。

七
四

17-4 -726 (香法'98)
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生
さ
せ
ら
れ
た
こ
と

(das
G
e
w
i
r
k
t
c
)
)
 
に
関
係
す
る
事
実
(
T
a
t
s
a
c
h
e
)
に
そ
の
根
拠
を
も
ち
、

w
i
r
k
e
n
d
e
 Kraft))
に
は
影
響
し
て
い
な
い
場
合
、

(lo) 

な
い
と
さ
れ
る
。

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
は
、
権
限
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
人
の
名
前
で
法
律
行
為
を
行
い
、
追
認
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
も
、
同
じ
よ
う
に

in 
d
e
m
 Z
u
s
t
a
n
d
 d
e
r
 S
c
h
w
e
b
e
)
に
あ
り
、
法
律
効
果

(
l
)
 

u
n
w
i
r
k
s
a
m
で
あ
る
と
し
て
い
な
。
追
認
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
未
確
定
の
状
態
（

は
否
定
さ
れ
な
い
が
、
停
止
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

(12) 

件
付
の
法
律
行
為
に
類
似
す
る
と
し
て
い
る
。

果
が
発
生
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、

法
律
行
為
の

U
n
w
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
が、

こ
の
法
律
行
為
は
、

七
五

u
n
g
t
i
l
t
i
g
な
の
で
は
な
く
、
条

そ
の
事
実
が
法
律
行
為
（
発
生
さ
せ
る
効
力
(die

そ
れ
自
身
に
そ
の
根
拠
を
持
つ
の
で
は
な
く
、
効
果
（
発

な
お
効

す
な
わ
ち
、
有
効
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d

と
S
a
v
i
g
n
y
と
の
間
に
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
重
要
な
違
い
が
あ
る
。
W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
は、
U
n
g
l
i
l
t
i
g
k
e
i
t
と

U
n
w
i
r
k,
 

s
a
m
k
e
i
t
と
を
区
別
し
、

無
効
と
取
消
可
能
を
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
と
S
a
v
1
g
n
y
と
の
相
違
点

U
n
g
t
i
l
t
i
g
l
k
e
i
t
の
下
位
概
念
と
し
て
い
る
。

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
に
よ
れ
ば
、

法
律
行
為
と
は
、
法
的
に
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と

(
A
n
f
o
r
d
e
r
u
n
g
e
n
)
す
べ
て
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
に
、
（
法
律
）
関
係
(Verhaltnisse)
を

意
図
さ
れ
た
形
で
発
生
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
法
律
行
為
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

U
n
w
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
は
、
法
律
行
為
と
し
て
法
的

に
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
す
べ
て
満
た
し
た
と
し
て
も
な
お
効
力
が
な
い
場
合
を
指
し
て
い
る
。

こ
の
区
別
の
要
点
は
、
法
律
行
為
と
し
て
法
的
に
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

る
。
条
件
付
の
法
律
行
為
に
お
い
て
、
条
件
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
に
、
そ
の
法
律
行
為
が

u
n
w
i
r
k
s
a
m
で
あ
る
の
は
、
有
効
要
件
は
満

た
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
当
事
者
が
さ
ら
に
条
件
と
い
う
形
で
法
律
効
果
が
発
生
す
る
た
め
の
要
件
を
追
加
し
て
い
る
た
め
に
、

た
と
え
ば
、
消
滅
時
効
に
根
拠
を
も
つ
場
合
は
、

そ
こ
に
付
け
ら
れ
た
注
で
は
、

ungi.iltig
な

U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
の
概
念
に
は
含
ま
れ

17 4 727 (香法'98)



ら
れ
、

し
て
い
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
は
、
自
ら
が
批
判
の
対
象
と
す
る
通
説
的
見
解
を
次
の
よ
う
な
形
で
ま
と
め
て
い
る
。

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
学
者
は
、
細
か
な
点
で
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
主
要
な
点
で
一
致
し
て
お
り
、
無
効
な
行
為

と
は
、
意
図
さ
れ
た
法
律
効
果
が
そ
も
そ
も
発
生
し
な
い
状
態
に
あ
る
行
為
で
あ
り
、
取
消
可
能
な
行
為
と
は
、

(15) 

る
が
、
そ
こ
に
あ
る
瑕
疵
の
た
め
に
効
果
が
再
び
刻
奪
さ
れ
る
行
為
で
あ
る
。

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
は
、
こ
の
よ
う
な
通
説
的
見
解
は
、
効
果

が
発
生
し
な
い
こ
と
（
無
効
）
と
、
再
び
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
（
取
消
可
能
）
を
、

nicht e
n
t
s
p
r
e
c
h
e
n
d
e
 W
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
)
が
両
者
に
共
通
の
特
徴
と
さ
れ
、

そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
で
、

(1) 

の
区
別
は
な
い
。

さ
ら
に
、

要
す
る
に
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
は
、
意
図
さ
れ
た
法
律
効
果
を
発
生
す
る
た
め
の
有
効
要
件
が
法
律
行
為
に
欠
如
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
注

目
し
て
、

U
n
g
l
i
l
t
i
g
k
e
i
t
と
U
n
w
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
と
を
区
別
し
、
無
効
と
取
消
可
能
を
、
前
者
の
下
位
概
念
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
有
効
要

件
を
欠
如
す
る
も
の
と
し
て
、
同
じ
平
面
に
お
い
て
理
解
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
S
a
v
i
g
n
y
に
は
、
有
効
要
件
と
い
う
観
点
は
な
く
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
で
は

U
n
w
i
r
 k
s
a
m
k
e
i
 t
に
分
類
さ
れ
る
は
ず
の
、
停
止
条
件
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
や
解
除
条
件
が
満
た
さ
れ
た
場
知
ヽ

一
旦
は
完
全
な
法
律
効
果
が
発
生
す
る
、
債
務
関
係
の
履
行
が
完
了
し
た
場
合
を
無
効
と
し
、

(14) 

た
場
合
は
、
有
効
要
件
は
充
足
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
取
消
可
能
と
し
て
お
り
、

U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t

と
U
n
w
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
の
批
判

批
判
の
対
象
と
な
っ
た
通
説
的
見
解

法
律
行
為
の
性
質
(Qualification,
innere Beschaffenheit)
と

不
完
全
な
、
行
為
意
図
に
対
応
し
な
い
効
力
(die
nicht v
o
l
l
k
o
m
m
e
n
e
,
 
die d
e
r
 A
b
s
i
c
h
t
 des G
e
s
c
h
a
f
t
s
 

こ
の
特
徴
に
注
目
し
て
u
n
g
t
i
l
t
i
g
な
行
為
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
設
け

U
n
g
U
l
t
i
g
k
e
i
t
の
現
わ
れ
方
に
し
た
が
っ
て
、

ま
た
、

そ
れ
自
体
は
有
効
で
あ

無
効
と
取
消
可
能
が
区
別
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

訴
権
が
時
効
に
か
か
っ

七
六
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一
定
の
効
果
が
発
生
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
発
生
す
る
た
め
に
必
要
な
原
因
(
U
r
s
a
c
h
e
n
)

の
全
部
が
存
在
し
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
一

つ
だ
け
が
存
在
し
な
い
の
か
は
、
本
来
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
要
素
(
M
o
m
e
n
t
e
)

の一

る
と
理
解
す
る
見
解
は
、
法
律
行
為
と
い
う
概
念
を
、
純
粋
に
体
系
的
な
意
味
を
越
え
て
使
用
し
て
い
る
。
個
々
の
法
律
要
件
か
ら
重
要

な
要
素
を
取
り
出
す
こ
と
は
、
体
系
的
に
述
べ
る
こ
と
を
容
易
に
し
、
特
別
な
現
象
を
学
問
的
に
特
別
に
扱
い
、

と
は
、
そ
の
意
味
の
な
い
こ
と
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
不
完
全
な
要
件
(
u
n
v
o
l
l
s
t
a
n
d
i
g
e
r
T
h
a
t
b
e
s
t
a
n
d
)

に
も
、
実

際
に
は
認
め
ら
れ
な
い
法
的
な
意
味
を
付
与
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
無
効
を
法
律
行
為
の
性
質
と
理

そ
れ
を
、
本
来
的
な
内
容
(eigenthi.imlicher
Inhalt)
を
も
っ
た
法
的
な
概
念
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。

要
す
る
に
、

解
し
、

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
法
律
要
件
(ein
r
e
c
h
t
l
i
c
h
e
r
 
T
h
a
t
b
e
s
t
a
n
d
)
 

つ
が
欠
如
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
も
、
存
在
し
な
い

(nicht
e
x
i
s
t
e
n
t
)
。
行
為
の
無
効
を
行
為
の
瑕
疵
で
あ

こ
の
目
的
を
越
え
て
は
、
意
味
が
な
い
。
し
か

‘
v
)

、
行
為
を
有
効
と

u
n
g
U
l
t
i
g
と
に
区
別
す
る
こ

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n

に
よ
れ
ば
、
法
律
行
為
は
存
在
す
る
か
、

r
e
c
h
t
l
i
c
h
 
e
r
h
c
b
l
i
c
h
e
n
 T
h
a
t
b
e
s
t
a
n
d
e
s
)

の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、

法
律
行
為
が
存
在
す
れ
ば
法
律
効
果
は
発
生
し
、
存
在
し
な
け
れ
ば
法
律

(18) 

効
果
は
発
生
し
な
い
。
法
律
行
為
は
存
在
し
て
い
る
が
、
法
律
効
果
は
発
生
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

に
許
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

し
よ
、

そ

i
|

ょ、
・
~
．
＇
~

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
は、

こ
の
通
説
的
見
解
を
、
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

(2) 

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n

の
見
解

そ
の
内
的
な
本
質
に
よ
り
(
i
h
r
e
m
i
n
n
e
r
e
n
 
W
 
e
s
e
n
 n
a
c
h
)
、
無
効
と
い
う
法
的
な
性
質
(die
r
e
c
h
t
l
i
c
h
e
 
E
i
g
e
n
s
c
h
a
f
t
)
を
持
つ
行
為
と
、
取

消
可
能
と
い
う
法
的
な
性
質
を
持
つ
行
為
が
存
在
す
る
。
無
効
と
取
消
可
能
は
、

(Hi) 

e
i
g
e
n
t
h
t
i
m
l
i
c
h
k
e
i
t
)
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
と
す
る
。

七
七

と
も
に
そ
れ
ら
が
関
係
す
る
行
為
の
性
質
(
C
h
a
r
a
k
t
e
r
,
 

そ
し
て
強
調
す
る
た
め

し
な
い
か
(die
v
o
l
l
i
c
h
 
N
e
g
a
t
i
o
n
 
d
e
s
 V
o
r
h
a
n
d
e
n
s
e
i
n
s
 e
i
n
e
s
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い
る
。
し
た
が
っ
て
、

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
に
よ
れ
ば
、

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
は
、
取
消
可
能
の
概
念
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

取
消
可
能
は
、
行
為
に
内
在
す
る
瑕
疵
と
さ
れ
、

そ
れ
を
根
拠
に
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
法
的
に
重
要
な
（
法
律
）
要
件
(
r
e
c
h
t
l
i
c
h
e
r
h
e
b
l
i
c
h
e
r
 T
h
a
t
b
e
s
t
a
n
d
)

と
そ
う
で
な
い

現
方
法
に
よ
れ
ば
、
有
効
な
行
為
と
無
効
な
行
為
）
の
間
戸
代
は
、
第
さ
一
の
も
の
は
考
え
ら
れ
な
い
。
法
律
効
果
は
発
生
す
る
か
し
な
い
か
で
あ
る
。

そ
れ
が
一
旦
発
生
し
、
再
び
奪
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
、
法
律
行
為
、
あ
る
い
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
発
生
し
た
法
律
関
係
の
性
質
と

理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
法
律
行
為
は
、
法
律
効
果
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

法
に
よ
っ
て
継
続
的
に
承
認
さ
れ
る
こ
と
で
は
じ
め
て
存
在
し
て
い
る
法
律
効
果
だ
け
が
、

(19) 

す
る
と
す
る
。

（
法
律
）
要
件

(I通
常
の
表

そ
の
機
能
を
果
た
し
て
消
滅
し
て
い
る
。

こ
の
保
護
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
で
再
び
消
滅

要
す
る
に
、

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
は
、
法
律
行
為
と
そ
の
法
律
効
果
と
を
区
別
し
、
取
消
可
能
を
法
律
効
果
と
だ
け
関
係
づ
け
て
理
解
し
て

い
わ
ゆ
る
取
消
可
能
は
、
法
的
に
特
別
に
性
質
づ
け
ら
れ
る
、
行
為
あ
る
い
は
法
律

関
係
の
状
態
な
の
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
取
消
可
能
で
あ
る
す
べ
て
の
場
合
に
、
む
し
ろ
、
完
全
な
、
法
的
に
重
要
な
（
法
律
）
要
件
(
v
o
l
l
k
o
m
,
 

m
e
n
e
,
 r
e
c
h
t
l
i
c
h
 
e
r
h
e
b
l
i
c
h
e
 
T
h
a
t
b
e
s
t
a
n
d
e
)

が
皿
協
回
に
な
っ
て
い
る
。
取
消
可
能
な
行
為
は
、
取
消
権
を
放
棄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ

る
い
は
、
そ
れ
が
消
滅
時
効
に
か
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
効
に
な
る
と
い
う
命
題
は
、
よ
り
詳
し
く
考
察
す
れ
ば
、
あ
る
法
律
状
態
は
、

(20) 

そ
れ
が
消
滅
さ
せ
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
存
在
す
る
と
い
う
当
然
の
命
題
の
別
の
表
現
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。

以
上
の

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
の
批
判
は
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
と
同
じ
よ
う
に
、
有
効
要
件
に
注
目
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
に
よ
れ
ば
、
有
効
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
法
律
行
為
が
存
在
し
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
法
律
行
為
は
存

在
し
な
い
。
有
効
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
法
律
行
為
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、

な
い
。

無
効
な
法
律
行
為
が
存
在
す
る
の
で
は

ま
た
、
取
消
可
能
な
法
律
行
為
は
、
す
べ
て
の
有
効
要
件
を
満
た
し
た
法
律
要
件
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
有
効
な
行

一
旦
発
生
し
た
法
律
効
果
が
再
び
消
滅
さ
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

七
八
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為
で
あ
り
、
取
消
は
、
法
律
行
為
の
法
律
要
件
と
は
異
な
る
法
律
要
件
に
基
づ
い
て
新
た
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

：
と
い
う
見
解
を
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
は
、
無
効
な
法
律
行
為
は
法
の
観
点
か
ら
す

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
の
、
無
効
な
法
律
行
為
は
考
え
ら
れ
な
し

れ
ば
存
在
し
て
い
な
い
も
の
(existiert
ftir 
d
a
s
 R
e
c
h
t
 
n
i
c
h
t
)

で
あ
る
が
、
事
実
的
(
t
a
t
s
a
c
h
l
i
c
h
)

に
は
存
在
し
て
い
る
と
批
判
す
る
。
ま

1
0頁
以
下
は
、
無
効
（
注
2】

~
う
。
「S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n

の
契
約
〔
強
迫
論
]
-

(
2
 

た
、
取
消
可
能
に
つ
い
て
は
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
は
次
の
よ
う
に
し

参
照
）
と
同
じ
よ
う
に
、
取
消
可
能
を
法
律
行
為
の
性
質
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

る
五
律
〕
要
件
(
T
a
t
b
e
s
t
a
n
d
)

に
基
づ
い
て
発
生
し
た
法
律
効
果
が
、
別
の
五
門
要
件
を
根
拠
と
し
て
再
び
消
滅
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で

と
い
う
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
所
有
権
を
再
度
譲
渡
し
て
失
う
こ
と
と
、
所
有
権
を
強
迫
を
原
因
と
す
る
訴
権
の
結
果

と
し
て
失
う
こ
と
と
の
間
に
区
別
は
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
」
(
[

]
内
、

田
中
）

七
九

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
は
、
取
消
可
能
な
法
律
行
為
は
、
そ
れ
が
取
消
可
能
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
効
な
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
効
力

に
お
い
て
障
害
を
受
け
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

い
る
も
の
の
、
こ
の
こ
と
は
概
念
の
本
質
に
と
っ
て
意
味
が
な
く
、
取
消
可
能
そ
れ
自
体
が
す
で
に

U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
で
あ
っ
て
、
法
律
行

為
の
効
力
が
再
び
消
滅
す
る
こ
と
が
、

に
も
作
用
し
、
実
定
法
が
、
再
度
の
消
滅
に
対
し
て
、

(23) 

な
い
と
す
る
。

あ
る
、 四

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
の
反
批
判

無
効
と
取
消
可
能
の
間
に
は
、
種
類
と
方
法
の
違
い
（
障
害
の
程
度
の
違
い
）
が
存
在
し
て

そ
の
U
n
g
l
i
l
t
i
g
k
e
i
t
の
効
果
・
表
現
で
あ
り
、
根
拠
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
再
度
の
消
滅
は
過
去

そ
の
よ
う
な
効
果
を
明
白
に
拒
絶
し
て
い
る
事
例
は
、
原
則
か
ら
の
例
外
で
し
か

い
わ
ゆ
る
取
消
可
能
に
お
い
て
は
、

単
な
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一
旦
は
法
律
効
果
を
発
生
さ
せ
る
も
の
の
、

そ
の
法
律
効
果
が
再
び

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
は、

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
と
同
じ
よ
う
に
、
有
効
要
件
に
注
目
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
は、

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
と
は
違
っ
て
、
取
消
可
能
な
法
律
行
為
は
有
効
要
件
を
充
足
し
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

(24) 

こ
の
考
え
に
基
づ
い
て
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
は
未
決
定
(unentschieden)
無
効
を
承
認
し
た
。

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
が
使
用
す
る
、
未
決
定
と
決
定

と
を
区
別
す
る
基
準
は
、

S
a
v
i
g
n
y
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

S
a
v
i
g
n
y
は、

の
意
思
に
依
存
し
て
い
る
す
べ
て
の
場
合
を
、
未
決
定
と
呼
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
取
消
可
能
の
す
べ
て
の
場
合
が
、
未
決
定
U
n
,
 

(25) 

gtiltigkeit
の
事
例
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
は
、
法
が
は
じ
め
か
ら
(von
vornherein)
法
律
行
為
に
承
認
を
与
え
る
こ

と
を
拒
否
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
法
が
、
一
時
的
に
、
そ
の
法
律
行
為
が
そ
の
承
認
を
受
け
る
か
ど
う
か
を
決
定
せ
ず
(dahingestellt)
、

そ
の
決
定
を
将
来
の
不
確
実
な
事
情
の
発
生
あ
る
い
は
不
発
生
に
依
存
さ
せ
る
か
に
よ
っ
て
区
別
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
決
定
さ
れ

た
取
消
可
能
と
未
決
定
無
効
の
間
の
違
い
は
、

る
か
、

U
n
g
U
l
t
i
g
k
e
i
t
の
発
生
が
、
偶
然
の
現
象
、
あ
る
い
は
、
人

U
 ng
U
l
t
i
g
k
e
i
t
が
、
法
律
効
果
が
一
時
的
に
発
生
す
る
と
は
い
え
、

(26) 

U
n
g
U
l
t
i
g
k
e
i
t
が
ま
だ
決
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
後
で
決
定
さ
れ
る
か
に
あ
る
。

は
じ
め
か
ら
存
在
す

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
と
と
も
に
、
有
効
要
件
に
注
目
す
る
場
合
に
は
、
無
効
と
取
消
可
能
を
区
別
す
る
た
め
に
、
有
効
要
件
を
二
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
①
取
消
可
能
に
な
る
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
と
も
か
く
一
時
的
に
で
も
意
図
さ

れ
た
法
律
効
果
を
発
生
さ
せ
る
要
件
と
、
③
も
は
や
取
消
可
能
に
な
る
こ
と
の
な
い
形
で
、
意
図
さ
れ
た
法
律
効
果
を
完
全
に
発
生
さ
せ

る
要
件
と
に
分
け
る
必
要
が
あ
る
。
法
律
行
為
が
前
者
の
有
効
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
法
律
行
為
は
法
律
効
果
を
全
く
発

生
さ
せ
ず
無
効
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
も
ち
ろ
ん
前
者
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
限
り
で
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
法
律
行
為
が

後
者
の
有
効
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
法
律
行
為
は
、

奪
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
未
決
定
（
相
対
的
）
無
効
と
さ
れ
る
の
は
、
前
者
の
有
効
要
件
の
中
で
、
後
で
な
お
充
足
す
る
こ
と

五

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
の
考
察
方
法

八
〇
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ドイツ民法典の編纂過程における取消概念の変遷（田中）

如
の
問
題
と
し
て
、

同
じ
平
面
に
お
い
て
理
解
し
た
場
合
で
あ
る
。

が
で
き
る
も
の
が
欠
如
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

J¥ 

そ
の
よ
う
な
有
効
要
件
が
充
足
さ
れ
る
ま
で
は
、
法
律
行
為
の
法
律
効
果
は
決
定
さ
れ

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d

と
S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
の
間
に
あ
る
違
い
は
、
法
律
行
為
の
有
効
要
件
が
分
割
可
能
で
あ
る
と
理
解
す
る
か
ど
う
か
に
あ

る。

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
は
で
き
な
い
。
法
律
行
為
が
そ
れ
ら
の
一

つ
で
も
欠
け
ば
、

そ
れ
は
そ
も
そ
も
法
律
行
為
で
は
な

い
。
そ
れ
に
対
し
て
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
合
で
も
そ
れ
は
法
律
行
為
で
あ
る
。
法
的
に
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
事

実
上
、
法
律
行
為
で
あ
る
。
そ
し
て
、
欠
如
し
て
い
る
要
件
が

5
の
要
件
で
あ
る
場
合
に
は
、
法
律
行
為
は
取
消
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、

こ
の
有
効
要
件
の
分
割
は
、

S
a
v
i
g
n
y
の
規
定
群
の
違
い
に
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
考
察
方
法
は
、
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
S
a
v
i
g
n
y

が
一
―
つ
の
規
定
群
の
存
在
を
前
提
に
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

一
方
の
規
定
群
に
よ
っ
て
法
律
行
為
の
効
力
の
発
生
・
消
滅
（
無
効
）
が
判
断

そ
の
規
定
群
に
よ
っ
て
効
力
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
他
方
の
規
定
群
が
定
め
て
い
る
法
律
要
件
か
ら
そ
の
一
方
の
規
定
群
に
よ

っ
て
発
生
し
た
法
律
効
果
を
否
定
す
る
（
取
消
）
法
律
効
果
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
無
効
と
取
消
可
能
の
区
別
が
説
明
さ
れ
る
。
有
効

要
件
を
分
割
す
る
必
要
が
出
て
く
る
の
は
、
規
定
群
の
区
別
を
す
る
こ
と
な
く
、
法
律
行
為
の
効
力
の
問
題
を
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
の
先
の
よ
う
な
考
え
方
は
、

e
x
c
e
p
t
i
0

を
請
求
権
と
の
関
係
で
考
察
し
て
い
る
こ
と
に
も
現
れ
て
い
る
。

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d

は、

acti
0

を
訴
権
で
は
な
く
、
請
求
権
と
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

e
x
c
e
p
t
i0

も
、
訴
権
に
対
す
る
防
御
で
は
な
く
、
特
別
な
場
合
に

つ
い
て
の
、
請
求
権
の
法
的
承
認
の
撤
回
(
N
u
r
l
i
c
k
n
a
h
m
e
)
と
理
解
し
、
請
求
権
に
つ
い
て
法
的
に
要
求
さ
れ
て
い
る
要
件
を
、
通
常
の
場

合
に
請
求
権
を
正
当
化
す
る
法
律
要
件
(
T
h
a
t
b
e
s
t
a
n
d
)
と、

そ
の
正
当
化
が
特
別
な
事
情
に
よ
っ
て
無
力
化
さ
れ
な
い
こ
と
と
い
う
消
極

的
要
件
(negative
V
o
r
a
u
s
s
e
t
z
u
n
g
e
n
)
に
分
類
し
て
い
る
。
消
極
的
要
件
の
欠
如
が
、

e
x
c
e
p
t
i0

を
発
生
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

さ
れ
、

目
的
と
し
た
法
律
効
果
は
一
時
的
に
で
あ
れ
発
生
す
る
。

て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

す
べ
て
有
効
要
件
の
欠

17-~4~733 (香法'98)



(10) 

(
9
)
 

(
8
)
 

(
7
)
 

(
6
)
 

(
5
)
 

(
4
)
 

(
3
)
 

(
2
)
 

(
1
)
 

要
求
さ
れ
る
二
種
類
の
要
件
の
問
題
と
し
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
,
 
P
a
n
d
e
k
t
e
n
 1
,
 

S
.
 4
2
4
£
 ・

ら

s.
3
2
0
.
 

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
,
 
P
a
n
d
e
k
t
e
n
 1
,
 

S
.
 4
2
5
,
 
2
0
2
.
 

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
,
 
P
a
n
d
e
k
t
e
n
 1
,
 

S
.
 4
2
5
 A
n
m
.
 3.
 

原
田
『
ロ
ー
マ
法
』
に
よ
れ
ば
、
「
マ
ケ
ド
ニ
ア
ー
ヌ
ム
元
老
院
議
決
」
と
は
、
家
父
の
権
力
に
服
し
て
い
る
家
子
が
、
父
を
殺
し
て
債
務
を
弁
済
し
た

事
件
を
契
機
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
家
子
に
対
す
る
金
銭
の
貸
借
が
禁
止
さ
れ
た
。
違
反
し
て
貸
し
付
け
ら
れ
た
金
銭
に
つ
い
て
訴
え
ら
れ
た
家
子

は
こ
の
元
老
院
議
決
の
抗
弁
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
一
七
八
頁
以
下
）
。
「
ウ
ェ
ル
レ
ニ
ア
ー
ヌ
ム
元
老
院
議
決
」
と
は
、
婦
女
が
他
人
の
債
務
関
係

に
関
与
し
、
保
証
人
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
も
の
で
あ
る
。
マ
ケ
ド
ニ
ア
ー
ヌ
ム
元
老
院
議
決
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
れ
に
違
反
し
て
発

生
し
た
債
務
に
つ
い
て
訴
え
ら
れ
た
婦
女
は
抗
弁
を
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
二
六

0
頁
以
下
）
。

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
,
 
P
a
n
d
e
k
t
e
n
 1
,
 
S
.
 4
2
5
f
.
 

原
田
『
ロ
ー
マ
法
』
に
よ
れ
ば
、
「
不
倫
遺
言
の
訴
」
と
は
、
遺
言
者
の
卑
属
、
尊
属
、
父
母
を
同
じ
に
す
る
兄
弟
姉
妹
が
、
遺
言
者
の
死
亡
に
際
し
て

受
け
た
額
が
、
無
遺
言
相
続
で
あ
っ
た
な
ら
ば
受
け
た
で
あ
ろ
う
額
の
四
分
の
一
に
達
し
な
い
と
き
に
は
、
遺
言
相
続
人
に
対
し
て
訴
え
る
こ
と
を
認
め
る

も
の
で
、
無
遺
言
相
続
分
を
侵
害
し
て
い
る
限
度
で
遺
言
が
取
消
さ
れ
る
（
三
四
五
頁
以
下
）
。

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
,
 
P
a
n
d
e
k
t
e
n
 1
,
 
S
.
 5
8
4
.
 

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
,
 
P
a
n
d
e
k
t
e
n
 1
,
 

S
.
 5
8
5
.
 

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
,
 
P
a
n
d
e
k
t
e
n
 1
,
 

S
.
 4
2
6
 A
n
m
.
 5.
 

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
,
 
P
a
n
d
e
k
t
e
n
 1
,
 

S
.
 4
2
3
£
.
 

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
,
 
P
a
n
d
e
k
t
e
n
 1
,
 

S
.
 4
2
3
 
A
n
m
.
 1. 

な
お
、

G
r
a
d
e
n
w
i
t
z
,
Ungtiltigkeit, 
S
.
 3
2
2

は
、
当
事
者
の
意
図
通
り
に
法
律
効
果
が
発
生
し
な
い
と
い
う
点
に

Ungtiltigkeit
の
共
通
点
を
見
い

だ
し
て
い
る
が
、
条
件
付
の
法
律
行
為
の
場
合
に
は
、
当
事
者
が
意
図
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
法
律
効
果
が
発
生
し
な
い
の
で
あ
り
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
は

実
体
法
の
領
域
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

(27) 

の
問
題
は
訴
訟
法
の
問
題
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
、

actio
と
e
x
c
e
p
t
i
o
の
両
者
を
、

請
求
権
を
中
心
に
し
て
、

/¥ 

法
的
に
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こ
の
よ
う
な
反
対
の
基
礎
に
は
、

法
律
行
為
の
効
力
は
す
べ
て
、

最
終
的
に
は
法
律
秩
序
に
由
来
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

そ
れ

G
e
b
h
a
r
d
は、

B
G
B
の
第
一
草
案
の
総
則
編
を
起
草
し
た

U
し、

月

後
者
の
要
件
が
欠
如
し
た
場

g
u
n
g
e
n
)
と、

無
効
と
取
消
可
能
の
概
念
を
紹
介
す
る
前
に
、

そ
れ
に
関
連
す
る
い
く
つ
か
の
概
念
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

治
癒
す
る
。
こ
こ
に
属
す
る
重
要
な
事
例
は
、
あ
る
人
が
、
他
人
が
そ
の
権
利
領
域
に
つ
い
て
な
し
た
処
分
を
追
認
す
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

W
i
n
d
'

scheid, 
P
a
n
d
e
k
t
e
n
 1,
 

S. 4
3
8
,
 
4
2
2
.
 
こ
の
無
効
行
為
の
治
癒
に
該
当
す
る
事
例
は
、
未
決
定
無
効
の
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
よ
う
に
追
認
を

認
め
る
、
先
に
紹
介
し
た
、
他
人
の
名
前
で
法
律
行
為
を
行
い
追
認
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

u
n
w
i
r
k
s
a
m
の
例
で
あ
る
。

(27) 
B
e
r
n
h
a
r
d
 W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
,
 
D
i
e
 A
c
t
i
o
 d
e
s
 r
o
m
i
s
c
h
e
n
 Civilrechts, 
v
o
m
 S
t
a
n
d
p
u
n
k
t
e
 d
e
s
 h
e
u
t
i
g
e
n
 R
e
c
h
t
s
,
 
D
U
s
s
e
l
d
o
r
f
,
 1
8
5
6
,
 

S. 

2
2
5
f
.
;
 vgl• 

H
a
r
d
e
r
,
 
A
c
P
 17
3
,
 

S. 2
2
3
.
 

ド
イ
ツ
民
法
典
の
編
纂
過
程

法
律
行
為
の
効
力
に
関
す
る
諸
概
念

法
律
行
為
の
不
存
在

｀
 

ー
9
ー
・
し

法
律
行
為
の
要
件
(
E
r
f
o
r
d
e
r
n
i
s
s
e
eines R
e
c
h
t
s
g
e
s
c
h
a
f
t
s
)
に
つ
い
て
、

思
の
現
実
性
の
よ
う
な
、

身
体
的
な
意
思
能
力
、

自
然
的
に
本
質
的
な
要
件
(natUrlich
w
e
s
e
n
t
l
i
c
h
e
 E
r
f
o
r
d
e
r
n
i
s
s
e
)
あ
る
い
は
事
実
的
な
条
件
(factische
B
e
d
i
n
 ,
 

実
定
的
に
本
質
的
な
要
件
(positiv
w
e
s
e
n
t
l
i
c
h
e
 E
r
f
o
r
d
e
r
n
i
s
s
e
)
あ
る
い
は
法
的
な
条
件
(rechtliche
B
e
d
i
n
g
u
n
g
e
n
)
と
を
区

前
者
の
要
件
が
欠
如
し
た
場
合
を
法
律
行
為
の
不
存
在
(nichtexistirende
R
e
c
h
t
s
g
e
s
c
h
a
f
t
e
)
と
し
、

合
に
は
じ
め
て
法
律
行
為
の

U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
や
無
効
を
問
題
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

(
1
)
 

そ
の
必
要
性
は
な
い
と
し
て
反
対
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、

真
剣
さ
、

表
示
さ
れ
た
意

八
四
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ドイツ民法典の編纂過程における取消概念の変遷（田中）

無
効
と
は
、

無
効
と
取
消
可
能
の
区
別

、1
Jー

,
1
,
 

無
効

A
k
t
)
が
法
律
行
為
時
(in

d
e
m
 

(2) 

ゆ
え
に
、
自
然
的
に
本
質
的
な
要
件
も
実
定
的
に
本
質
的
な
要
件
も
、
と
も
に
有
効
性
の
実
定
法
上
の
要
件
(
p
o
s
i
t
i
v
r
e
c
h
t
l
i
c
h
e
E
r
f
o
r
d
e
r
n
i
s
 ,
 

se)
と
し
て
同
じ
平
面
に
お
い
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
然
的
に
本
質
的
な
要
件
と
実
定
的
に
本
質
的
な
要
件
と
の
区

な
お
、
法
律
行
為
の
存
在
(
E
x
i
s
t
e
n
z
)
と
は
、

(
3
)
 

る
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

無
効
の
部
分
で
も
触
れ
る
よ
う
に
、
法
律
行
為
の
外
形
(
a
u
B
e
r
e
E
r
s
c
h
e
i
n
u
n
g
)
が
存
在
す

U
n
g
U
l
t
i
g
k
e
i
t
と
U
n
w
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t

U
n
g
l
i
l
t
i
g
k
e
i
t
と
U
n
w
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
の
区
別
に
つ
い
て
、

d
e
s
 

可
能
の
上
位
概
念
で
あ
る
と
し
つ
つ
、

U
n
w
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
は、

U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
の
対
立
概
念
で
は
な
く
、
法
律
行
為
が
意
図
さ
れ
た
法
律

効
果
を
発
生
し
な
い
場
合
を
表
現
す
る
概
念
で
あ
る
と
し
、

U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
に
該
当
す
る
よ
う
な
無
効
の
た
め
に
法
律
効
果
が
発
生
し
な

と
も
に
含
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。
先
に
紹
介
し
た

い
場
合
も
、
停
止
条
件
(
S
u
s
p
e
n
s
i
v
b
e
d
i
g
u
n
g
)
が
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
も
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
の
区
別
と
同
じ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

あ
る
行
為
(
a
u
B
e
r
e
r

た
し
て
い
る
。

別
そ
れ
自
体
が
全
く
無
意
味
と
さ
れ
た
訳
で
は
な
く
、

M
o
m
e
n
t
e
 

a
u
B
e
r
e
n
 

(
E
r
f
o
r
d
e
r
n
i
s
s
e
n
)
を
欠
如
し
て
い
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
時
点
で
意
図
さ
れ
た
法
律
効
果
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
法
律

A
k
t
s
)

に
満
た
さ
れ
て
い
る
べ
き
要
件

B
G
B
の
編
纂
過
程
で
第
一
委
員
会
は
、

後
で
述
べ
る
よ
う
に
、

八
五

U
n
g
U
l
t
i
g
k
e
i
t
を
無
効
と
取
消

無
効
と
取
消
可
能
と
を
区
別
す
る
際
に
一
定
の
役
割
を
果
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ま、
，
~
げ
~

(2) 

な
ど
の
見
解
よ
り
も
狭
い
。
後
で
示
す
よ
う
に
、

一
八
八
一
年
の
部
分
草
案
で
は
直
接
的
に
作

B
e
s
t
i
m
m
u
n
g
e
n
 

(
6
)
 

行
為
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
行
為
を
根
拠
に
、
意
図
さ
れ
た
法
律
効
果
以
外
の
効
果
が
発
生
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。

d
e
s
 

い
ま
存
在
す
る
こ
と
(
p
r
a
s
e
n
t
/
i
m
A
k
t
e
 g
e
g
e
n
w
a
r
t
i
g
)
が
要
求
さ
れ
て
い
る
要
件
が
欠
如
し
て
い
る

こ
と
と
、
あ
ら
ゆ
る
時
点
で
法
的
な
意
味
を
持
た
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
死
因
贈
与
(
S
c
h
e
n
k
u
n
g
T
o
d
e
s
h
a
l
b
e
r
)
や
将
来
の
債

が
問
題
に
な
る
場
合
に
は
、

権
に
つ
い
て
の
担
保
権
設
定
の
よ
う
に
有
効
性
が
法
定
条
件
(
R
e
c
h
t
s
b
e
d
i
n
g
u
n
g
)
に
依
存
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
や
、
治
癒
可
能
な
無
効

無
効
と
は
表
現
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
無
効
の
概
念
は
、
法
律
行
為
時
に
満
た
さ
れ
る
べ
き
要
件
の
欠
如
と
さ
れ
て
い
る
分
だ
け
、
未
決
定
無
効
を
認
め
る

i
n
d
s
c
h
e
i
d

そ
れ
ゆ
え
に
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
が
未
決
定
「
無
効
」
と
し
て
い
た
場
面
を
、
未
決
定

(
8
)
 

「U
n
g
U
l
t
i
g
k
e
i
t
」
と
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、

無
効
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
第
一
草
案
ま
で
存
在
し
た
が
、
当
然
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
第
一
草
案
の
表
現
が
不
正
確
で
あ
る
こ

(
9
)
 

と
か
ら
、
帝
国
司
法
省
準
備
委
員
会
(
V
o
r
k
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 d
e
s
 R
e
i
c
h
s
j
u
s
t
i
z
a
m
t
e
s
)
以
降
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、

取
消
可
能
概
念
の
変
遷

(10) 

B
G
B
の
編
纂
過
程
に
お
い
て
、
取
消
可
能
概
念
の
大
き
な
変
更
が
二
度
あ
る
。

G
e
b
h
a
r
d
の
一
八
七
五
年
提
案

(
V
o
r
l
a
g
e
)

と
部
分

草
案
(
T
e
i
l
e
n
t
w
u
r
f
)
と
の
間
と
、
部
分
草
案
と
総
則
暫
定
集
成
(
Z
u
s
a
m
m
e
n
s
t
e
l
l
u
n
g

d
e
r
 
s
a
c
h
l
i
c
h
 
b
e
s
c
h
l
o
s
s
e
n
e
n
 

(12) 

A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
n
 Teiles)
以
後
の
草
案
と
の
間
で
あ
る
。

G
e
b
h
a
r
d
の
一
八
七
五
年
提
案
と
部
分
草
案
と
の
間
で
あ
る
が
、
前
者
で
は
「
取
消
可
能
な
法
律
行
為
は
、
取
消
さ
れ
る
ま
で

法
的
に
は
存
在
し
て
い
る
も
の
と
し
て
妥
当
す
る
」
と
だ
け
定
義
さ
れ
て
い
た
の
が
、

用
す
る
取
消
可
能
(
U
n
m
i
t
t
e
l
b
a
r
w
i
r
k
e
n
d
e
 A
n
f
e
c
h
t
b
a
r
k
e
i
t
)
と
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
(
M
i
t
t
e
l
b
a
r
w
i
r
k
e
n
d
e
 A
n
f
e
c
h
t
b
a
r
k
e
i
t
)
が

こ
こ
で
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、

八
六
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ドイツ民法典の編纂過程における取消概念の変遷（田中）

草
案
で
は
、
「
取
消
可
能
な
法
律
行
為
は
、
取
消
さ
れ
た
場
合
に
は
、
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
部
分
草

案
が
規
定
し
て
い
た
虹
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
に
つ
い
て
の
規
定
だ
け
が
残
り
、
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
の
規
定
は
、
第
一

草
案
ま
で
は
形
を
変
え
て
e
s
s
e
i
 d
e
n
n
以
下
に
僅
か
に
残
っ
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
も
、
帝
国
司
法
省
準
備
委
員
会
以
後
は
、
余
計
で
あ

(15) 

る
と
し
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
後
、
取
消
可
能
は
、
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
だ
け
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。

(16) 

こ
れ
以
後
B
G
B
ま
で
、
取
消
可
能
の
概
念
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
な
部
分
は
同
じ
で
あ
る
。

取
消
可
能
概
念
に
関
す
る
こ
の
二
つ
の
大
き
な
変
更
の
中
で
、

B
G
B
に
つ
な
が
っ
た
の
は
、
後
者
の
部
分
草
案
に
お
け
る
変
更
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
部
分
草
案
と
第
一
委
員
会
で
の
審
議
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。

、1
,3
 

i
,＇し`

直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
と
は
、

そ
の
よ
う
な
法
律
行
為
が
取
消
さ
れ
た
場
合
に
は
、

に
な
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
法
律
行
為
は
、
法
定
解
除
条
件
付
(
a
u
f
l
o
s
e
n
d
w
i
r
k
e
n
d
e
 G
e
s
e
t
z
e
s
b
e
d
i
n
g
u
n
g
)
で
あ
り
、
条
件
の
成
就
は
、
実

定
法
の
規
定
に
よ
っ
て
(
k
r
a
f
t
p
o
s
i
t
i
v
 g
e
s
e
t
z
l
i
c
h
e
r
 B
e
s
t
i
m
m
u
n
g
)
遡
及
効
を
持
つ
と
さ
れ
、

一
九
世
紀
ド
イ
ツ
普
通
法
に
お
け
る
よ
う
な

(18) 

債
権
的
な
請
求
権
(
d
e
r
o
b
l
i
g
a
t
o
r
i
s
c
h
e
 A
n
s
p
r
u
c
h
)

に
よ
る
回
復
に
と
ど
ま
ら
な
い
物
的
な
(sachlich)
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
取
消
可
能
な

法
律
行
為
が
有
効
で
あ
る
と
信
頼
し
た
第
三
者
は
、
登
記
や
動
産
に
つ
い
て
の
善
意
保
護
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
、

一
般
的
に
は
保
護
さ
れ
な
い
。

直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
は
、
詐
欺
・
強
迫
、
婚
姻
無
能
力
(
E
h
e
u
n
m
i
.
i
n
d
i
g
k
e
i
t
)
、
行
為
能
力
の
制
限

直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能

次
に
、
部
分
草
案
と
総
則
暫
定
集
成
以
後
の
草
案
と
の
間
で
あ
る
が
、

3
)
 

ー

区
別
さ
れ
て
い
る
。

八
七

そ
れ
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
と
同
じ
状
態

い
ま
紹
介
し
た
部
分
草
案
に
対
し
て
、
総
則
暫
定
集
成
以
後
の

17-4 -739 (香法'98)



(20) 

(
B
e
s
c
h
r
a
n
k
u
n
g
 in d
e
r
 G
e
s
c
h
a
f
t
s
f
a
h
i
g
k
e
i
t
)
、
紐
珀
苧
咬
不
‘
5
2
(
N
ichtwissen)
ぶ
～
挙
げ
ら
ノ

h
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
弄
町
欺
・
強
迫
に
関
す
る
部

こ
と
、

間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能

分
で
は
、
詐
欺
・
強
迫
の
な
い
こ
と
が
法
律
行
為
の
有
効
要
件
(Erf
ordernisse)
あ
る
い
は
法
律
要
件
要
素
(
T
h
a
t
b
e
s
t
a
n
d
s
m
o
m
e
n
t
)
で
あ
る

(21) 

し
か
し
、
強
制
さ
れ
た
者
や
詐
欺
を
受
け
た
者
の
た
め
だ
け
の
要
件
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、

S
a
v
i
g
n
y
と
W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
も
、
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
を
知
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
は
、
彼
が

取
消
の
一
種
と
理
解
す
る
原
状
回
復
(in
i
n
t
e
g
r
u
m
 restitutio)
を
、
以
前
の
状
態
を
回
復
す
る
請
求
権
と
区
別
し
て
い
る
。
こ
の
原
状
回
復

の
特
徴
は
、

S
a
v
i
g
n
y

に
よ
れ
ば
、
「
裁
判
官
の
自
由
な
、
個
人
的
な
権
力
(freie,
p
e
r
s
o
n
l
i
c
h
e
 M
a
c
h
t
)
」
に
あ
り
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
に
よ
れ

(22) 

ば
、
あ
る
法
律
事
実
に
、
法
律
効
果
を
与
え
な
い
こ
と
を
、
法
が
裁
判
官
に
委
ね
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
原
状
回
復
に
つ
い
て
、

G
e
b
h
a
r
d
は
、
「
原
状
回
復
の
制
度
が
実
定
法
の
領
域
で
辿
っ
た
展
開
過
程
は
、
消
滅
す
る
過
程
で
あ
る
」

と
す
る
。

そ
の
根
拠
と
し
て
、
未
成
年
な
ど
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
た
原
状
回
復
が
必
要
以
上
の
も
の
と
な
り
、

お
い
て
優
遇
し
、
法
的
安
全
や
取
引
の
安
全
を
侵
害
し
た
こ
と
、
後
の
時
代
に
す
べ
て
の
不
公
平
な
不
利
益
を
救
済
す
る
一
般
的
な
権
限

と
誤
解
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
未
成
年
の
回
復
や
強
迫
．
詐
欺
・
錯
誤
を
理
由
と
す
る
回
復
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
の

(23)

（

24) 

規
定
に
よ
っ
て
十
分
保
護
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
第
一
委
員
会
も
原
状
回
復
の
制
度
を
採
用
し
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
、
原
状
回
復

の
法
律
効
果
は
、
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
と
し
て

B
G
B
に
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、

(25) 

い
な
い
の
で
あ
る
。

4
 

間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
の
特
徴
は
、
取
消
権
者
に
、
取
消
の
相
手
方
に
対
す
る
人
的
な
補
償
請
求
権
（
百
蕊
巨

i

合
日
ざ
径
告
百
n,

(26) 

s
p
r
u
c
h
)
が
帰
属
す
る
こ
と
で
あ
り
、
直
接
的
な
取
消
可
能
の
場
合
と
は
異
な
り
、
第
三
者
に
対
し
て
は
作
用
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
財

こ
の
制
度
の
本
来
的
な
特
徴
は
採
用
さ
れ
て

一
部
の
者
を
他
の
犠
牲
に

＼

＼

 

J

J
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ドイツ民法典の編纂過程においる取消概念の変遷（田中）

そ
こ
で
、

G
e
b
h
a
r
d
は、

そ
の
一
八
七
五
年
の
提
案
で
は
、

無
効
と
取
消
可
能
を
区
別
す
る
た
め
に
、

は
、
先
に
触
れ
た
自
然
的
に
本
質
的
な
要
件
と
実
定
的
に
本
質
的
な
要
件
と
の
区
別
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
実
定
的
に
本
質
的
な
要

ま
ず
、

G
e
b
h
a
r
d
の
一
八
七
五
年
提
案
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

、1
,

ー
,'~, 第

一
委
員
会
は
、

G
e
b
h
a
r
d
の
一
八
七
五
年
提
案

考
察
方
法

産
の
構
成
部
分
を
処
分
で
き
る
の
で
あ
る
が
、

続
以
外
で
債
務
者
の
法
的
行
為
を
取
消
す
よ
う
な
場
合
(
a
c
t
i
o
P
a
u
l
i
a
n
a
)

が
、
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
に
該
当
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。取

消
可
能
な
法
律
行
為
が
、
債
務
(
o
b
l
i
g
a
t
o
r
i
s
c
h
c
V
 cr
p
f
l
i
c
h
t
u
n
g
)

を
根
拠
づ
け
る
だ
け
の
場
合
に
は
、
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能

と
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
は
見
か
け
上
接
近
し
経
済
的
な
帰
結
は
同
じ
で
あ
る
が
、
法
的
構
造
(juristische
S
t
r
u
k
t
u
r
)

は
異
な
っ

て
い
る
と
さ
れ
る
。
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
の
場
合
に
は
、

8
)
 

を
取
消
す
意
思
表
示
で
あ
り
、

可
能
の
場
合
に
は
、

あ
る
人
の
た
め
に
一
定
程
度
ま
で
処
分
で
き
な
い
と
さ
れ
る
場
合
、

請
求
に
対
す
る
抗
弁
の
主
張
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
法
律
行
為
は
す
べ
て
の
法
律
効
果
を
失
う
。

八
九

二
つ
の
基
準
を
使
用
し
て
い
る
。

ひ
と
つ

た
と
え
ば
、
破
産
手

請
求
権
の
基
礎
に
あ
る
法
律
行
為

そ
れ
に
対
し
て
、
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消

そ
れ
自
体
根
拠
を
も
つ
請
求
権
に
対
し
て
、
別
の
独
立
し
た
(
s
e
l
b
s
t
s
t
a
n
d
i
g
)
請
求
権
が
対
立
し
、

容
は
補
償
(
A
u
s
g
l
e
i
c
h
u
n
g
)

を
目
的
と
し
て
い
る
と
い
う
。

B

G

B
の
編
纂
過
程
に
お
い
て
も
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
と
同
じ
よ
う
に
、
法
律
行
為
の
有
効
要
件
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
請
求
権
の
内

一
八
七
五
年
一

0
月
五
日
の
第
二
回
会
議
で
、

G
e
b
h
a
r
d
の
提
案
に
し
た
が
っ
て
、
無
効
と
取
消
可
能
を
区
別
し
た
。
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第
一
委
員
会
は
、

一
般
的
な
法
秩
序
の
た
め
に
(irn
Interesse 
d
e
r
 a
l
l
g
e
r
n
e
i
n
e
n
 
R
e
c
h
t
s
o
r
d
n
u
n
g
)
設
定
さ
れ
た
要
件

法
律
行
為
の
瑕
疵
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
一
定
の
関
係
者
の
た
め
に
(
i
m

betheiligter, 
d
u
r
c
h
 d
e
n
 M
a
n
g
e
l
 b
e
e
i
n
t
r
a
c
h
t
i
g
t
e
r
 P
e
r
s
o
n
e
n
)
華
5
索
i

さ
れ
た
要
件
と
の
区
別
で
あ
る
。
前
者
は
、
た
と
え
ば
、
目
的
物
に
つ

い
て
の
客
観
的
な
処
分
権
(
O
b
j
e
c
t
i
v
e
V
e
r
f
t
i
g
u
n
g
s
b
e
r
e
c
h
t
i
g
u
n
g
/
V
e
r
f
t
i
g
u
n
g
 i
n
n
e
r
h
a
l
b
 d
e
r
 e
i
g
e
n
e
n
 R
e
c
h
t
s
s
p
h
a
r
e
)
や
意
思
内
容
の
許
容

そ
し
て
、
自
然
的
に
本
質
的
な
要
件
や
一
般
的
な
法
秩
序
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
要
件
が
欠
如
し
た
場
合
に
は
、

(absolut)
、
す
な
わ
ち
関
係
者
が
そ
れ
を
欲
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
作
用
し
、
直
接
的
に
(
u
n
m
i
t
t
e
l
b
a
r
)
、
す
な
わ
ち
法
律
行
為
の

効
力
を
初
め
か
ら
奪
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
関
係
者
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
要
件
が
欠
如
し
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
は
、

的
に
(relativ)
、
す
な
わ
ち
関
係
者
が
そ
れ
を
欲
し
た
場
合
に
だ
け
作
用
し
、
間
接
的
に
(mittelbar)
、

(
L
e
i
s
t
u
n
g
s
f
a
h
i
g
k
e
i
 t)
が
弱
め
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
区
別
が
、

無
効
と
取
消
可
能
に
対
応
す
る
と
さ
れ
、

合
で
あ
り
、
取
消
可
能
と
は
、
法
律
効
果
は
た
し
か
に
発
生
す
る
が
、

消
権
(
A
n
f
e
c
h
t
u
n
g
s
s
r
e
c
h
t
)
は
、
権
利
状
態
(
R
e
c
h
t
s
l
a
g
e
)
の
変
更
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
権
利
状
態
の
変
更
に
よ
っ
て
債
権
的

(32) 

な
権
利
義
務
が
発
生
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

第
一
委
員
会

ヽ
ー
、2
 

，
ー
し

第
一
委
員
会
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
完
全
に
で
は
な
い
も
の
の
、

こ
の
見
解
を
採
用
し
た
。

一
八
八
一
年
―
二
月
ニ
―
日
の
第
三
七
回
会
議
で
、
部
分
草
案
に
つ
い
て
議
論
し
、
「
一
八
七
五
年
一

0
月
五
日
の
事

性
で
あ
り
、
後
者
は
、

こ
の
効
果
が
奪
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
場
合
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
取

無
効
と
は
、
法
律
行
為
が
、

とヽ 件
の
さ
ら
な
る
区
別
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
意
図
す
る
法
律
効
果
を
発
生
で
き
な
い
場

す
な
わ
ち
法
律
行
為
の
給
付
能
力

そ
れ
は
、
相
対

た
と
え
ば
、
強
迫
や
詐
欺
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

Interesse 
g
e
w
i
s
s
e
r
,
 
bei 

そ
れ
は
、
絶
対
的
に

d
e
m
 
R
e
c
h
t
s
g
e
s
c
h
a
f
t
 

九
〇
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ドイツ民法典の編纂過程における取消概念の変遷（田中）

れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

『
取
消
可
能
』

ぶ
3
)

の
間
を
区
別
す
る
」
こ
と
に
一
致
し
て
い
る
。

九

し
か
し
、
部
分
草
案
や
一
八
八
一
年
の
第
一
委
員
会
は
、
先
の
G
e
b
h
a
r
d
の
一
八
七
五
年
提
案
に
お
け
る
要
件
の
区
別
に
完
全
に
し
た

が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、

無
効
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
締
結
(
A
b
s
c
h
l
u
B
)
と
法
律
行
為
の
法
律
要
件

(
r
e
c
h
t
s
g
e
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e
r
 T
h
a
t
b
e
s
t
a
n
d
)

に
血
〖
係
す
る
、
法
律
行
為
の
発
生
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
原
則
か
ら
し
て
そ
れ
が
存
在
す
る
た
め
に

重
要
な
瑕
疵
ー
ーt
行
為
無
能
力
、
意
思
の
欠
如
、
方
式
の
瑕
疵
、
禁
止
規
範
違
反
—
|
＇
が
あ
る
場
合
」
だ
け
で
な
く
、

触
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
ー
ー
物
権
契
約
に
お
け
る
目
的
物
に
つ
い
て
の
権
利
の
欠
如
、
債
権
行
為
に
お
け
る
、

欠
如
な
ど
ー
ー
ー
、
意
図
さ
れ
た
法
律
効
果
が
、
当
事
者
の
意
思
に
反
し
て
拒
否
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
法
律
行
為
の
効
果
が
な
い
場
合
」
に

(34) 

も
、
無
効
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
法
律
行
為
の
法
律
要
件
に
関
係
す
る
要
件
は
、
先
の
G
e
b
h
a
r
d
の
一
八
七
五
年
提
案
に
お

け
る
自
然
的
に
本
質
的
な
要
件
（
身
体
的
な
意
思
能
力
、
真
剣
さ
、
表
示
さ
れ
た
意
思
の
現
実
性
な
ど
）
に
、

そ
し
て
、

「
別
の
法
規
範
に
抵

そ
の
行
為
を
す
る
権
利
の

そ
の
ほ
か
の
法
律
行
為
の
効

一
般
的
な
法
秩
序
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
要
件
（
目
的
物
に
つ
い
て
の
客
観
的
な
処
分
権
や
意
思
内
容
の
許
容
性
な
ど
）
に
対

応
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
完
全
に
で
は
な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
決
定
に
よ
っ
て
、
無
効
に
つ
い
て
は
、
「
当
事
者
の
意
思

に
反
し
て
(
g
e
g
e
n
d
e
n
 P
a
r
t
e
i
w
i
l
l
e
n
)
」
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
、
法
律
行
為
の
法
律
要
件
要
素
が
欠
如
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
注
目
さ

直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
を
採
用
す
る
―
つ
の
要
因
と
な
っ
た
強
迫
と
詐
欺
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
「
取

消
可
能
で
あ
る
こ
と
が
、
法
律
行
為
の
効
力
に
直
接
的
に
関
係
し
て
い
る
場
合
に
は
、
詐
欺
と
錯
誤
の
な
い
こ
と
が
、
法
律
行
為
の
要
件

(
E
r
f
o
r
d
e
r
n
i
s
s
e
 d
e
s
 R
c
c
h
t
s
g
e
s
c
h
a
f
t
s
)

と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

無
条
件
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
要
件
は
、

寂35)

法
秩
序
に
よ
っ
て
、
強
迫
さ
れ
た
人
あ
る
い
は
詐
欺
の
被
害
を
受
け
た
人
の
た
め
に
設
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
」
。
こ
れ
も
、
先
の

G
e
b
h
a
r
d
の
一
八
七
五
年
提
案
に
お
け
る
要
件
の
区
別
で
は
説
明
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
要
件
が
関
係
者
の
た
め
だ
け
に
設
定
さ
れ
て

果
に
関
す
る
要
件
は
、

前
決
定
に
し
た
が
っ
て
：
・
・
・
・
『
無
効
』

と

17-4 -743 (香法'98)



い
る
か
ら
で
あ
る
。

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
が
欠
如
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
債
権
的
な
効
果
だ
け
で
な
く
、
直
接
的
に
作
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

そ
れ
だ
け
で
な
く
、

G
e
b
h
a
r
d
の
一
八
七
五
年
提
案
と
の
違
い
は
、
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
を
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能

と
比
較
す
れ
ば
、
さ
ら
に
明
白
に
な
る
。
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
は
、
法
律
行
為
の
法
律
要
件
要
素
(
T
h
a
t
b
e
s
t
a
n
d
s
m
o
m
e
n
t
e
)
は
欠

如
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
法
律
要
件
に
対
立
す
る
形
で
、
別
の
法
律
要
件
(ein
g
e
s
o
n
d
e
r
t
e
r
 T
h
a
t
b
e
s
t
a
n
d
)
が
は
じ
め
か
ら
(
v
a
n
A
n
f
a
n
g
 an) 

(36) 

存
在
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
先
の
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
で
は
、
関
係
者
の
た
め
だ
け
に
設
定
さ
れ

た
法
律
行
為
の
法
律
要
件
要
素
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
法
律
行
為
の
法
律
要
件
要
素
が
、

G
e
b
h
a
r
d
の
一
八
七
五
年
提
案
に

お
け
る
自
然
的
に
本
質
的
な
要
件
と
対
応
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
を
欠
如
す
る
以
上
、
無
効
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
は
、
関
係
者
の
た
め
だ
け
に
設
定
さ
れ
て
い
る
要
件
が
欠
如
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
に
も

関
わ
ら
ず
物
的
な
遡
及
効
が
認
め
ら
れ
、
法
律
行
為
の
法
律
要
件
要
素
が
欠
如
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
無
効
に
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、

こ
れ
を
G
e
b
h
a
r
d
の
一
八
七
五
年
提
案
に
お
け
る
有
効
要
件
の
区
別
で
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
も
、
無
効
で
は
、
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
と
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
と
の
区
別
で
重
要
な
法
律
行
為
の
法
律
要
件

要
素
が
重
視
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
、
無
効
と
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
と
の
区
別
と
、
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
と
間
接
的

に
作
用
す
る
取
消
可
能
と
の
区
別
を
、
同
じ
次
元
で
考
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
二
つ
の
基
準
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
般
的
な
法
秩
序
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
要
件
が
欠
如
す
れ
ば
、
法
律
行
為
の
法
律
要
件
要
素
が
欠
如
す
る
か
ど

う
か
に
関
係
な
く
、
法
律
行
為
は
無
効
と
な
り
、
関
係
者
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
要
件
が
欠
如
し
て
い
る
場
合
に
は
、

の
法
律
要
件
要
素
で
も
あ
れ
ば
、
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
と
な
り
、

そ
れ
が
法
律
行
為

そ
れ
が
法
律
要
件
要
素
で
な
け
れ
ば
、
間
接
的
に
作
用
す
る

取
消
可
能
と
な
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
に
お
い
て
は
、
別
の
法
律
要
件
が
存
在
す
る
場
合
と
さ
れ
て
い

九
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決
定
U
n
g
l
i
l
t
i
g
k
e
i
t
で
は
、

九 具
体
的
処
分
権
限

消
可
能
と
の
区
別
は
、

あ
る
が
、

ヽ

ー

'ー
＇
~
ー
し

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、

G
e
b
h
a
r
d
は、

四
法
律
行
為
の
効
力
に
関
す
る
そ
の
ほ
か
の
諸
概
念
と
の
区
別

る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
法
律
行
為
の
効
力
を
有
効
要
件
に
注
日
し
て
説
明
す
る
と
す
れ
ば
、
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
に
お

別
の
法
律
要
件
と
い
う
形
で
、
有
効
要
件
が
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
有
効
要
件
を
満
た
し
つ
つ
も
、

律
効
果
が
発
生
し
な
い
と
さ
れ
る
U
n
w
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
と
の
区
別
は
明
確
で
は
な
い
が
、
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
に
お
い
て
は
、

「
は
じ
め
か
ら
」
、
す
な
わ
ち
、
法
律
行
為
の
法
律
要
件
要
素
が
充
足
さ
れ
る
の
と
同
時
に
、
別
の
法
律
要
件
が
存
在
し
て
い
る
の
に
対
し

て、

U
n
w
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
の
場
合
は
必
ず
し
も
同
時
で
は
な
い
と
い
う
点
に
違
い
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
以
上
の
よ
う
な
、

G
e
b
h
a
r
d
の
一
八
七
五
年
提
案
に
お
け
る
区
別
と
の
違
い
は
、
部
分
草
案
に
お
け
る
U
n
g
l
i
l
t
i
g
k
e
i
t
に
つ
い

て
の
規
定
が
、
表
現
の
統
一
と
、
部
分
草
案
に
使
用
さ
れ
て
い
る
用
語
を
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
。

直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
と
未
決
定
U
n
g
U
l
t
i
g
k
e
i
t
の
区
別

無
効
•
取
消
可
能
と
区
別
さ
れ
る
未
決
定U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t

を
承
認
し
て
い
る
。
末
決
定
U
n
,
 

互
l
t
i
g
k
e
i
t
は
、
法
律
行
為
時
に
す
ぐ
に
充
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
そ
の
こ
と
が
絶
対
的
に
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
法
律

行
為
の
要
件
(rechtsgeschaftliche
Erfordernisse)
を
欠
く
場
合
で
あ
り
、
こ
の
要
件
を
欠
い
て
い
る
限
り
、
法
律
行
為
は
u
n
w
i
r
k
s
a
m
で

そ
の

U
n
w
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
は
最
終
的
に
決
定
さ
れ
て
い
な
い

(kein
definitiv e
n
t
s
c
h
i
e
d
e
n
)
と
さ
れ
る
。
直
接
的
に
作
用
す
る
取

直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
で
は
、
法
律
行
為
の
効
果
は
解
除
(Resolution)
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
他
方
、
未

一
時
停
止
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
未
決
定
U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
の
典
型
的
な
場
合
と
し
て
、

涵）

(
k
o
n
k
r
e
t
e
 Verfligungsbefugnil3)
が
欠
如
し
た
場
合
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

未
決
定
U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
と
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
と
の
区
別
は
、
法
律
行
為
の
効
果
と
の
関
係
で
は
、
瑕
疵
あ
る
法
律
行
為
が
、

い
て
も
、

な
お
法

17 4 -745 (香法'98)



法
律
効
果
を
、

ど
将
来
の
出
来
事
に
依
存
し
て
お
り
、

は
、
そ
れ
は
、

た
と
え
取
消
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、

は
じ
め
か
ら
発
生
さ
せ
る
の
か
（
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
）
、

は
じ
め
か
ら
無
効
で
あ
る
。
取
消
さ
な
け
れ
ば
、

そ
れ
と
も
、
後
で

発
生
さ
せ
る
の
か
（
未
決
定
Ungi.iltigkeit)

に
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
両
者
と
も
、
法
律
行
為
の
効
果
は
、
取
消
権
を
持
つ
者
の
意
思
表
示
な

た
と
え
ば
、
取
消
権
者
が
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
で
あ
る
法
律
行
為
を
取
消
し
た
場
合
に

は
じ
め
か
ら
有
効
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
未
決
定
ungtiltig
な
法

律
行
為
で
は
、
欠
如
し
た
要
件
が
後
に
充
足
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
は
、
は
じ
め
か
ら
無
効
で
あ
る
。
充
足
さ
れ
た
場
合
に
は
、

は
じ
め
か
ら
有
効
で
あ
る
。
違
い
は
、
法
律
行
為
が
一
時
的
に
有
効
で
あ
る
の
か
、
無
効
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
だ
け
に
あ
る
。

こ
の
法
律
行
為
の
効
力
に
関
す
る
違
い
に
、
欠
如
し
て
い
る
有
効
要
件
が
法
律
行
為
時
に
充
足
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
か

ど
う
か
の
違
い
が
反
映
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

無
効
や
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
の
場
合
に
は
、
法
律
行
為
時
に
充
足
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
必
要
な
有
効
要
件
が
欠
如
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

は
じ
め
か
ら
法
律
効
果
が
発
生
し
な
か
っ
た
り
、
遡
及
的
に
法
律
効
果

が
失
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
未
決
定
Ungi.iltigkeit
で
は
、
法
律
行
為
時
に
充
足
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
絶
対
的
に
要
求
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
有
効
要
件
が
欠
如
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
法
律
効
果
も
そ
の
要
件
が
充
足
さ
れ
る
か
ど
う
か
で
決
ま
る
の
で

未
決
定
U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
と
法
定
（
停
止
）
条
件
付
有
効
の
区
別

B
G
B
の
立
法
者
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
未
決
定
U
n
g
l
i
l
t
i
g
k
e
i
t
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、
未
成
年
者
が
、
必
要
と
さ
れ
る
法
定
代
理

人
の
同
意
(Einwilligung)
な
し
に
締
結
し
た
契
約
の
法
律
効
果
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
契
約
の
締
結
に
よ
っ
て
直
ち
に
有
効
な
契
約
が
成
立

す
る
が
、
こ
の
契
約
の
有
効
性
(
W
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
)
が
、
法
定
代
理
人
の
追
認
(
G
e
n
e
h
m
i
g
u
n
g
)
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
追
認
さ
れ
る
と
契
約
は
締
結
の
時
点
か
ら
効
果
を
持
ち
、
追
認
さ
れ
な
い
と
契
約
は

u
n
w
i
r
k
s
a
m
な
ま
ま
で
あ
る

(2) 

あ
る
。

九
四
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る。

直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
と
抗
弁
の
区
別

要
す
る
に
、

九
五

そ
の
法
律
行
為
が
代
理
人
自
身
に
で
は
な
く
、
本
人
に
関
係
す

ま
た
、
有
効
要
件
に
つ
い
て
は
、

と
い
う
形
で
条
件
が
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
未
成
年
者
に
よ
る
契
約
の
締
結
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
法
律
行
為
の
法
律
要
件
(rechts-

g
e
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e
r
 T
h
a
t
b
e
s
t
a
n
d
)
が
有
効
に
な
る
た
め
に
必
要
な
要
件
(
V
o
r
a
u
s
s
e
t
z
u
n
g
e
n
)
が
与
え
ら
れ
、
追
認
は
有
効
性
を
条
件
づ
け
て
い

る
だ
け
だ
と
い
う
(die
G
e
n
e
h
r
n
i
g
u
n
g
 b
e
d
i
n
g
t
 n
u
r
 d
i
e
 W
i
r
k
s
a
r
n
k
e
i
t
)
。
追
認
に
よ
っ
て
有
効
か
無
効
か
が
決
定
さ
れ
る
未
決
定
G
t
i
l
t
i
g
-

k
e
i
t

に
近
い
と
さ
れ
る
が
、
末
決
定
G
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
は
、
末
確
定
の
間
(
S
c
h
w
e
b
e
z
e
i
t
)
契
約
が
効
力
(
W
i
r
k
u
n
g
e
n
)
を
発
生
し
て
い
た
か
ど
う

か
を
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
未
決
定

G
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t

と
理
解
す
る
見
解
は
妥
当
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。

こ
の
法
定
（
停
止
）
条
件
付
有
効
と
未
決
定
U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t

と
の
区
別
は
、
前
者
の
場
合
に
は
契
約
が
締
結
時
か
ら
有
効
と

扱
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
の
場
合
に
は
契
約
の
有
効
性
が
未
確
定
と
さ
れ
る
期
間
が
あ
る
こ
と
、

前
者
が
法
律
行
為
の
要
件
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
の
未
決
定
U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
は
そ
れ
を
欠
如
し
て
い
る
こ
と
に
あ

な
お
、
法
定
（
停
止
）
条
件
付
有
効
と
い
う
考
え
方
は
、
任
意
代
理
権
の
な
い
代
理
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
任
意
代
理
人
は
、

契
約
を
す
る
意
思
を
表
示
し
て
お
り
、
彼
と
取
引
し
て
い
る
相
手
方
は
、

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
了
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
両
当
事
者
の
意
思
の
一
致
に
よ
り
契
約
が
成
立
す
る
(
z
u
S
t
a
n
c
l
e
 k
o
m
m
e
n
)
 

と
さ
れ
る
。

こ
の
契
約
は
、
有
効
要
件
(
E
r
f
ordernil3 d
e
r
 G
U
!
t
i
g
k
e
i
t
)

に
つ
い
て
は
問
題
が
な
く
、

そ
の
効
果
(
W
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
)

に
つ
い
て
、

本
人
の
追
認
と
い
う
法
定
条
件
(die
R
e
c
h
t
s
b
e
d
i
n
g
u
n
g
 d
e
r
 G
e
n
e
h
m
i
g
u
n
g
)

に
服
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

,＇’↓ 3
 

＇ー，

直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

づ
け
ら
れ
て
い
た
抗
弁
に
よ
っ
て
法
律
行
為
の
効
力
を
否
定
す
る
場
合
の
位
置
づ
け
も
変
更
さ
れ
て
い
る
。

一
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
普
通
法
で
は
取
消
可
能
の
概
念
の
一

つ
に
位
償

17-4 747 (香法'98)



こ
よ
、

i
l
 放
棄
が
で
き
る
こ
と
、

別
し
て
い
る
が
、

(43) 

い
る
。

し
か
し
、

う。

S
a
v
i
g
n
y
は、

す
な
わ
ち

E
i
n
r
e
d
e
の
上
位
概
念
と
し
て

そ
の
存
在
を
承
認
し
て
い
る
。
し
か
し
、

理
論
的
な

S
a
v
i
g
n
y
は
、
被
告
の
防
御
(
V
ertheidigung)
の
根
拠
を
二
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
原
告
が
主
張
し
て
い
る
権
利
が
、

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
否
定
(
V
erneinung)
す
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
原
告
が
主
張
し
て
い
る
権
利
と
は
別
の
被
告
の
権
利
を

対
抗
す
る
こ
と
(Gegensetzung)
で
あ
り
、

こ
の
後
者
の
防
御
を
、

審
議
を
す
る
う
ち
に
、

原
告
の
権
利
は
存
在
す
る
も
の
の
、
訴
え
る
効
力
(
K
l
a
g
w
i
r
k
u
n
g
)
の
点
で
阻
害
さ
れ
る
と
い

(42) 

ロ
ー
マ
的
な
意
味
で
の

e
x
c
e
p
t
i
o
と
呼
ん
だ
。

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
も
、
同
じ
よ
う
に
両
者
を
区

こ
の

e
x
c
e
p
t
i0

を
、
実
体
法
的
な
意
味

(im
materiellen S
i
n
n
e
 des W
 
ortes) 

G
e
b
h
a
r
d
は
、
権
利
の
存
在
が
問
題
に
な
る
場
合
と
区
別
し
て
、
権
利
そ
れ
自
体
は
存
在
す
る
が
、
そ
の
実
現
が
妨
害
さ
れ
る
場
合
を
、

実
体
法
の
意
味
で
の
抗
弁
(Einrede
i
m
 S
i
n
n
e
 des materiellen Rechts)
と
理
解
し
、

(44) 

立
場
の
表
明
に
な
る
と
し
て

E
i
n
r
e
d
e
の
概
念
そ
れ
自
体
を
採
用
し
な
か
っ
た
。

第
一
委
員
会
で
も
、
一
八
八
二
年
二
月
一

0
日
の
第
五
六
回
会
議
で
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
に
よ
っ
て

E
i
n
r
e
d
e
の
概
念
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
提
案
さ
れ
、
理
論
的
に
は
実
体
法
の
意
味
で
の
抗
弁
が
存
在
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

E
i
n
r
e
d
e
と
い
う
言
葉
を
、

実
体
法
の
意
味
で
の
抗
弁
だ
け
を
意
味
す
る
と
定
義
す
る
こ
と
は
疑
問
で
あ
る
と
さ
れ
、
実
体
法
の
意
味
で
の
抗
弁
に
言
及
す
べ
き
場
合

(45) 

あ
る
い
は
、
援
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
付
加
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
第
一
委
員
会
で
さ
ら
に

E
i
n
r
e
d
e
と
い
う
言
葉
を
明
確
化
さ
せ
た
上
で
民
法
典
に
お
い
て
も
使
用
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
一
八
八
五
年
五
月
三

0
日
の
第
四
四
二
回
会
議
で
、
E
i
n
r
e
d
e
は
実
体
法
の
意
味
で
の
抗
弁
を
意
味
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
E
i
n
w
e
n
d
u
n
g

を
、
権
利
障
害
事
実
や
権
利
滅
却
事
実
を
主
張
す
る
場
合
を
も
含
む
、

は
、
請
求
権
は
義
務
者
の
意
思
に
反
し
て
は
実
行
で
き
ず
、

よ
り
一
般
的
な
概
念
、

い
ま

で
の

E
i
n
r
e
d
e
と
表
現
し
て

使
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
第
一
委
員
会
が
い
う
E
i
n
r
e
d
e
は、

S
a
v
i
g
n
y
が
い
う
e
x
c
e
p
t
i
o
に
対
応
し
て
お
り
、

E
i
n
r
e
d
e
に
お
い
て

請
求
権
は
存
続
し
て
い
る
も
の
の
、
間
接
的
に
効
力
を
奪
わ
れ
て
い
る
と
述

九
六

17-4 -748 (香法'98)
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(30) 

(28) 

(29) れ
る
場
合
、
債
権
者
の
不
利
に
な
る
破
産
債
務
者
の
処
分
（
破
産
手
続
外
の
、
債
務
者
の
法
的
行
為
の
取
消
に
関
す
る
帝
国
法
）
や
遺
留
分
権

利
者
の
不
利
益
に
な
る
被
相
続
人
の
贈
与
な
ど
の
場
合
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
主
要
な
―
―
つ
の
ほ
か
に
、
付
随
的
な
も
の
と
し
て
、
③
双
務

契
約
に
お
い
て
、
一
定
の
方
法
で
侵
害
さ
れ
た
一
方
当
事
者
に
、
解
除
や
取
消
の
権
限
が
与
え
ら
れ
る
場
合
、
た
と
え
ば
、
追
奪
担
保
・
瑕
疵
担
保
の
場
合

や
賃
料
不
払
い
な
ど
を
理
由
と
す
る
賃
貸
借
契
約
の
解
除
の
場
合
、
④
忘
恩
や
付
帯
条
件
を
履
行
し
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
贈
与
の
取
消
の
場
合
な
ど

も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
①
と
②
が
そ
れ
ぞ
れ
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
と
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
の
場
合
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
③
④
の
場
合
に
「
取
消

可
能
」
と
い
う
表
現
を
与
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
決
定
さ
れ
て
い
な
い

(
d
a
h
i
n
s
t
e
h
e
n
)
。

取
消
は
、
私
人
の
意
思
表
示
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。

G
e
b
h
a
r
d
の
一
八
七
五
年
の
提
案
に
お
い
て
す
で
に
、
取
消
は
相
手
方
に
対
す
る

Ungtiltig-

keit
を
主
張
す
る
と
い
う
表
示
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

J
a
k
o
b
s
u. S
c
h
u
b
e
r
t
,
 
B
e
r
a
t
u
n
g
,
 
A
T
l
,
 S. 745, 
7
5
0
;
 
vgl. §
1
4
3
 B
G
B
.
 

S
c
h
u
b
e
r
t
,
 
V
o
r
e
n
t
w
t
i
r
f
e
,
 
A
T
2
,
 S. 221. 

M
u
g
d
a
n
 
1, 
S. 5
5
0
も
、
実
体
法
的
な
抗
弁

(
m
a
t
e
r
i
e
l
l
r
e
c
h
t
l
i
c
h
e

E
i
n
r
e
d
e
)
を
無
効

(
e
i
n
e
n

A
n
s
p
r
u
c
h
 v
o
n
 R
e
c
h
t
s
 w
e
g
e
n
 in s
e
i
n
e
r
 E
n
t
s
t
e
h
u
n
g
 h
i
n
d
e
r
t
)
や
声
i碑
朽
的
に
作
げ
用
す
る
取
消
可
能

(
e
i
n
e
n
A
n
s
p
r
u
c
h
 w
i
e
d
e
r
 a
u
f
h
e
b
t
)
と
区

別
す
る
際
に
、
類
似
の
表
現
を
使
用
し
て
い
る
。
な
お
、

i
n
d
s
c
h
e
i
d
,
P
a
n
d
e
k
t
e
n
 1, 
S. 202, 
A
b
m
.
 1, 
S. 4
2
5
 A
n
m
.
 3
は
、
市
民
法
と
法
務
官
法

の
区
別
が
な
く
な
っ
た
後
で
も
、
な
お
抗
弁
を
認
め
る
意
味
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
づ
け
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
類
似
の
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
と
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
の
区
別
は
、
取
消
と
抗
弁
を
区
別
し
た

E
r
n
s
t
I
m
m
a
n
u
e
l
 B
e
k
k
e
r
,
 
D
i
e
 p
r
o
s
e
s
-

s
u
a
l
i
s
c
h
e
 
K
o
n
s
u
m
t
i
o
n
 i
m
 k
l
a
s
s
i
s
c
h
e
n
 
r
o
m
i
s
c
h
e
n
 
R
e
c
h
t
,
 
N
 eu
d
r
u
c
k
 
d
e
r
 
A
u
s
g
a
b
e
 B
e
r
l
i
n
 
1853, 
A
a
l
e
n
,
 
1
9
7
 00 ,
 

s. 95f・; 
J
o
s
e
p
h
 

U
n
g
e
r
,
 
S
y
s
t
e
m
 
d
e
s
 
o
s
t
e
r
r
e
i
c
h
i
s
c
h
e
n
 
a
l
l
g
e
m
e
i
n
e
n
 

S
y
s
t
e
m
 2
と
略
す
）
の
理
解
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
。

V
gl. 
H
a
r
d
e
r
,
 
A
c
P
 173, 
S. 223. 特
に

U
n
g
e
r
は
、
「
法
律
行
為
」

ら
発
生
す
る
「
権
利
」
の
消
滅
と
を
区
別
し
、
前
者
を
取
消
可
能
の
場
合
と
し
、
抗
弁
は
後
者
の
場
合
で
あ
る
と
し
た
。
た
だ
し
、

U
n
g
e
r
,
S
y
s
t
e
m
 2, 
S. 

1
6
1
 A
n
m
.
 8
3
は
、
将
来
に
対
し
て

(
e
x
n
u
n
c
)
だ
け
作
用
す
る
取
消
可
能
だ
け
を
取
消
可
能
と
し
、
こ
の
よ
う
な
将
来
に
対
し
て
作
用
す
る
取
消
可
能
を

間
接
的
な
原
状
回
復

(
m
i
t
t
e
l
b
a
r
e
W
i
e
d
e
r
e
i
n
s
e
t
z
u
n
g
 d
e
s
 v
o
r
i
g
e
n
 
Z
u
s
t
a
n
d
s
)
と
表
現
し
、
直
接
的
な
原
状
回
復
（
本
来
の
原
状
回
復
）
と
区
別

し
て
い
る
。

G
e
b
a
h
r
d
は
、
法
律
行
為
の
効
力
は
法
秩
序
に
由
来
す
る
の
で
あ
り
、
法
秩
序
が
私
人
の
意
思
表
示
を
承
認

(
S
a
n
k
t
i
o
n
)
す
る
た
め
の
要
件
(
E
r
f
o
r
d
e
r
,
 

nisse)
を
設
定
し
て
い
る
と
し
、

U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
論
は
、
有
効
論
の
裏
返
し
で
あ
り
、
消
極
的
な
意
味
で
の
そ
の
繰
り
返
し
で
あ
る
と
す
る
。

S
c
h
u
b
e
r
t
,

た
と
え
ば
、

P
r
i
v
a
t
r
e
c
h
t
s
,
 
2. 
Bd., 
5. 
Aufl., 
L
e
i
p
z
i
g
,
 
1892, 
S. 
1
5
9
 
A
n
m
.
 77a, 
7
6
 
（
以
下
、

の
消
滅
と
法
律
行
為
か

1
0
0
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S
や
全
心
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こ

心
活
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Schubert,

VorentwUrfe, 
A

 T2, 
S. 
215. 

Jakobs u. 
Schubert, 

Beratung, 
A
T
l
,
 S. 

751. 

Jakobs u. 
Schubert, 

Beratung, 
A
T
I
,
 S. 

740£., 
745; 

vgl. Schubert, 
VorentwUrfe, 

A
T
2
,
 S. 

211. 

J
 

akobs u. 
Schubert

、
Beratung,

A
T
I
,
 S. 

754. 

Jakobs u. 
Schubert, 

Beratung, 
A
T
I
,
 S. 

754. 

Schubert, 
V

 orentwi.irfe, 
A
T
2
,
 S. 

1-18. 

Schubert, 
Vorentwi.irfe, 

A
 T2, 

S. 
220. 

Schubert, 
Vorcntwi.irfc, 

A
T
2
,
 S. 

209, 
216; 

Jakobs u. 
Schubert, 

Bcratung, 
A
T
l
,
 S. 

753. 

Schubert, 
VorentwUrfe. 

A
 T2, 

S. 
222 ;

 vgl. J
 

akobs 
u. 
Schubert, 

Beratung, 
A
T
l
.
 S. 

751; 
Windscheid. 

P
a
n
d
e
k
t
e
n
 

1, 
s. 

427ff., 
4:38, 

422. 

（宮）
Schubert, 

Vorentwlirfe, 
A

 T2, 
S. 

46ff. 
;

 Mu
g
d
a
n
 1, 

S. 
426. 

(;;) 
Schubert, 

V
 orentwUrfe, 

A
 T2, 

S. 
200 ;

 vgl. M
u
g
d
a
n
,
 
1
、
S.

486f.; 
Jakobs u. 

Schubert, 
Beratung, 

A
T
2
 (1985), 

S. 
890, 

921. 

(::;) 
Savigny, 

Syslem 4, 
S. 
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S. 
425f., 姿

王
＇
宦
迅
：

1: 
潜
糾
ミ
・
ニ
・
~
(
虚

'1
l-R 
1
四
こ
名

L
'
岩
三
樹
「
送
忘
翠

＃
謳
喩
託
汽
四
犀
垣

，
出
奉
土
＜
唱
S
吾
~
Q
思
苓
~
)
⇒

\--..IQ~W類
硲
ー
」
出
埋

I
I
 Oi
J
回・

f-RDh..,
(1

兵
兵
巨
母
）
<
 I 11\m立

茫
—

i\\涅
゜

(~
) 

Savigny, 
System 5, 

S. 
152, 

160. 

(2+) 
Windscheid, 
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(48) 

(46) 

(45) 

な
お
、

G
e
b
h
a
r
d
は
、
市
民
法
と
法
務
官
法
が
融
合
し
た
結
果
、
抗
弁
は
す
べ
て
権
利
の
存
在
を
問
題
に
す
る
も
の
と
な
り
、
法
秩
序
が
一
方
で
命
令
し

他
方
で
そ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
矛
盾
に
な
る
と
い
う
批
判
に
は
従
わ
な
い
。

G
e
b
h
a
r
d
は
、
間
接
的
U
n
w
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
が
承
認
さ
れ
て
き
た
領
域

と
し
て
、
①
権
利
に
対
抗
す
る
権
利
が
存
在
し
、
そ
の
効
力
を
一
部
あ
る
い
は
全
部
否
定
す
る
と
い
う
権
利
追
求
的
抗
弁
(die

r
e
c
h
t
s
v
e
r
f
o
l
g
e
n
d
e
n
 

E
i
n
r
e
d
e
n
)
と
、
②
取
消
可
能
、
③
間
接
的
な
権
利
消
滅
的
事
実
(die
m
i
t
t
e
l
b
a
r
 r
e
c
h
t
s
a
u
f
h
e
b
e
n
d
e
n
 T
h
a
t
s
a
c
h
e
n
)
の
三
つ
に
言
及
し
て
い
る
が
、

後
者
の
二
つ
に
お
け
る
間
接
的
有
効
は
、
権
利
追
求
的
な
抗
弁
の
場
合
と
違
っ
て
、
論
理
的
な
も
の
で
は
な
く
、
実
定
的
な
も
の
、
法
政
策
的
な
も
の
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
判
断
に
お
い
て
は
、
①
義
務
を
負
担
し
て
い
る
者
（
抗
弁
権
者
）
に
押
し
付
け
に
な
ら
な
い
形
で
特
別
な
保
護
を
与
え
る
べ

き
こ
と
、
②
そ
の
際
に
、
法
律
行
為
の
本
質
的
な

(k
onstituti v)
要
素
に
影
響
し
な
い
事
情
、
あ
る
い
は
、
権
利
が
満
足
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
顧
慮
す
る
こ

と
な
く
、
権
利
を
消
滅
さ
せ
る
事
情
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
が
一
般
に
は
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ど
の
程
度
、
間
接
的
な
U
n
w
i
r
k
-

s
a
m
k
e
i
t
を
認
め
る
の
か
は
、
実
定
法
が
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
を
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
請
求
権
の
存
在
を
否
定
す
る
場
合
と

請
求
権
の
実
現
を
妨
害
す
る
場
合
が
経
済
的
結
果
は
同
じ
で
も
区
別
の
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
叙
述
に
お
い
て
、

U
n
w
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
厳
密
な
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

G
e
b
h
a
r
d
は
、
抗
弁
が
対
抗
さ
れ
る
場
合
を

U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
の
一
場
面
で
は
な
く
、

U
n
w
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
の
一
場
面
と
理
解
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

J
a
k
o
b
s
 u. S
c
h
u
b
e
r
t
,
 
B
e
r
a
t
u
n
g
,
 
A
T
2
,
 S. 1213f. 

J
a
k
o
b
s
 u. S
c
h
u
b
e
r
t
,
 
B
e
r
a
t
u
n
g
,
 
A
T
2
,
 S. 1252f. 

(47)

裁
判
官
が
当
然
に
は
顧
慮
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
裁
判
官
へ
の
不
信
が
背
景
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

J
a
k
o
b
s
u. S
c
h
u
b
e
r
t
,
 
V
o
r
e
n
t
w
l
i
r
f
e
,
 

A
 T
2
,
 
S. 1213£.; 
M
u
g
d
a
n
 1, 
S. 550. 

H
a
r
d
e
r
,
 
A
c
P
 173, 
S. 224ff. 
は
、
取
消
に
つ
い
て
、
法
律
行
為
の
効
力
が
否
定
さ
れ
る
の
は
、
訴
訟
の
判
断
の
結
果
で
は
な
く
、
取
消
の
意
思
表
示

の
結
果
で
あ
り
、
訴
訟
の
判
断
は
宣
言
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
、
訴
訟
法
的
思
考
と
の
決
別
な
ら
び
に
自
由
主
義
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
。
な
お
、
G
e
b
h
a
r
d

は
、
ロ
ー
マ
法
で
の
原
状
回
復
が
、
自
由
意
思
で
は
な
く
裁
判
官
の
認
可
に
服
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
詐
欺
・
強
迫
の
取
消
は
意
思
決
定
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。

S
c
h
u
b
e
r
t
,
V
o
r
e
n
t
w
l
i
r
f
e
,
 
A
T
2
,
 S. 148£. 

M
u
g
d
a
n
 1, 
S. 5
5
0
 ;
 J
 ak
o
b
s
 u. 
S
c
h
u
b
e
r
t
,
 
B
e
r
a
 tu
n
g
,
 
A
 T
2
,
 
S. 1214. 

1
0
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ドイツ民法典の編纂過程における取消概念の変遷（田中）

法
律
行
為
の
効
力
の
否
定
と
要
件
の
分
類

法
律
行
為
の
効
力
に
関
す
る
諸
概
念
の
間
に
あ
る
区
別
を
明
白
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
効
力
の
否
定
の
さ
れ
方
を
、
次
の
五
つ
に
区

別
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
法
律
効
果
が
、

Al
ま
っ
た
く
発
生
し
な
い
、

Az
後
で
発
生
（
停
止
的
）
し
う
る
が
、
そ
の
ま
ま
発
生
し
な
い
こ
と

も
あ
る
、
い
法
律
行
為
時
に
発
生
し
、
後
で
物
的
に
消
滅
（
解
除
的
）
す
る
、
い
法
律
行
為
時
に
発
生
し
、
後
て
債
権
的
に
消
滅
す
る
、

Aj

法
律
行
為
時
に
発
生
し
、
し
か
も
消
滅
し
な
い
が
、
実
際
に
は
実
現
さ
れ
な
い
。

次
に
、
法
律
効
果
に
関
す
る
要
件
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
区
別
し
た
い
。

ま
ず
、

B
法
律
行
為
が
存
在
す
る
た
め
に
法
が
要
求
す
る
要
件
（
成
立
要
件
）
、

82
法
律
行
為
が
法
律
効
果
を
発
生
す
る
た
め
に
法
が
要
求

す
る
要
件
（
有
効
要
件
）
、

83
有
効
要
件
を
満
た
し
て
い
る
法
律
行
為
に
、
法
律
効
果
に
関
し
て
さ
ら
に
存
在
し
て
い
る
要
件
（
条
件
）
の
区

別
で
あ
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
法
律
行
為
の
不
存
在
と
無
効
を
区
別
し
な
い
場
合
に
は
、

B
の
成
立
要
件
と

82
の
有
効
要
件
は
、
同

じ
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

次
に
、
有
効
要
件
の
内
部
に
お
い
て
、

C
法
律
行
為
時
に
充
足
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
な
有
効
要
件
と
、
口
法
律
行
為
後
に
充
足
さ

れ
て
も
よ
い
有
効
要
件
と
の
区
別
、
さ
ら
に
、
間
一
般
的
な
法
秩
序
の
た
め
の
有
効
要
件
と
、
馴
関
係
者
の
た
め
の
有
効
要
件
と
の
区
別
、

最
後
に
、

E
法
律
行
為
の
法
律
要
件
要
素
と
、

EZ
法
律
要
件
要
素
以
外
の
有
効
要
件
と
の
区
別
で
あ
る
。

む

す

び

1
0
三
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は
な
い
。

U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
 

B
G
B
の
立
法
者
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
法
律
行
為
の
効
力
に
関
す
る
諸
概
念
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
先
の
区
別
を
基

礎
に
、
こ
れ
ら
の
諸
概
念
の
内
容
と
そ
こ
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
要
件
の
関
係
を
、
多
少
の
推
測
を
交
え
て
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な

る
で
あ
ろ
う
。法

律
行
為
の
不
存
在

法
律
行
為
が
無
効
で
あ
る
場
合
と
区
別
す
る
必
要
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
律
行
為
の
不
存
在
と
は
、
法
律
行
為
が

あ
ら
ゆ
る
時
点
で
意
図
さ
れ
た
法
律
効
果
を
発
生
し
な
い
こ
と
(Al)
で
あ
る
。

た
だ
し
、
法
律
行
為
の
存
在
と
は
、
法
律
行
為
の
外
形
が
存
在
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
今
日
で
い
う
法
律
行
為
の
成

立
要
件
（
権
利
根
拠
事
実
）
（
Bl
）
が
満
た
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
法
律
行
為
が
無
効
で
あ
っ
た
場
合
で
も
、

為
の
外
形
か
ら
、
意
図
さ
れ
た
法
律
効
果
以
外
の
効
果
が
発
生
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。

2
 

U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
は
、
無
効
と
取
消
可
能
の
上
位
概
念
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
律
行
為
の
効
果
が
、
何
ら
か
の
形
で
、

す
な
わ
ち
、

ま
っ
た
く
発
生
し
な
い
か
、
後
で
し
か
発
生
し
な
い
か
、
発
生
し
て
も
消
滅
す
る
か
、
発
生
し
継
続
し
て
い
る
が
実
現
さ
れ

な
い
と
い
う
形
で
、
完
全
で
は
な
い
場
合

(AlSAS)

法
律
行
為
の
効
力
に
関
係
す
る
諸
概
念

で
あ
る
。

1
0四

こ
の
法
律
行

法
律
行
為
の
有
効
要
件
の
い
ず
れ
か

(
B
、
82)

が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
る
。

U
n
w
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
 

3
 

U
n
w
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
は、

U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
の
上
位
概
念
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
法
律
行
為
の
効
果
が
、
何
ら
か
の
形
で
完
全
で

17-4 -756 (香法'98)



ドイツ民法典の編纂過程における取消概念の変遷（田中）

⑦

未

決

定

U
n
g
l
i
l
t
i
g
k
e
i
t

別
の
法
律
要
件
（
仄
）
が
存
在
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、

1
0五

法
律
要
件
要
素
以
外
の
、
関
係
者
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
有
効

取
消
に
よ
っ
て
法
律
行
為
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
と
同
じ
状
態
に
な
る
と
さ
れ
る
。
法
律
行
為
は
、

の
の
、
取
消
さ
れ
る
と
遡
及
的
に
し
か
も
物
的
に
法
律
効
果
が
消
滅
す
る
場
合
（
い
）

法
律
行
為
に
法
定
解
除
条
件
が
付
け
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
法
律
行
為
の
有
効
要
件
の
う
ち
、
関
係
者
の
た
め
に
設
定
さ
れ

た
法
律
要
件
要
素
（
い
、

E
)

が
欠
如
し
て
い
る
。

⑥
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能

取
消
権
者
に
、
取
消
の
相
手
方
に
対
す
る
債
権
的
な
請
求
権
が
帰
属
す
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
律
行
為
が
法
律
効
果
を
一
旦
発

生
さ
せ
、

そ
れ
が
継
続
す
る
も
の
の
、
債
権
的
に
消
滅
さ
せ
ら
れ
る
場
合
（
い
）

こ
こ
で
は
、
法
律
行
為
の
有
効
要
件
の
う
ち
、
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
と
な
る
よ
う
な
法
律
要
件
要
素
(El)
の
欠
如
は
な
い
が
、

要
件

(02)

が
欠
如
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

印
虹
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能

(DI)
が
欠
如
し
て
い
る
。

U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
と
は
異
な
り
、
法
律
行
為
の
有
効
要
件
（
記
）
は
満
た
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

で
あ
る
。

で
あ
る
。

(
A
l
)
0
 

さ
ら
に
法
律
効
果
に
つ
い
て
存
在
し
て
い

る
要
件

(83)

が
満
た
さ
れ
な
い
た
め
に
、
効
果
が
発
生
し
な
い
場
合
が
含
ま
れ
る
。

④

無

効

法
律
行
為
が
、
あ
ら
ゆ
る
時
点
に
お
い
て
意
図
さ
れ
た
法
律
効
果
を
発
生
し
な
い
こ
と
で
あ
る

こ
こ
で
は
、
法
律
行
為
の
有
効
要
件
の
う
ち
、
法
律
行
為
時
に
満
た
さ
れ
て
い
る
べ
き

(
C
)
、

一
般
的
な
法
秩
序
の
た
め
の
有
効
要
件

一
旦
法
律
効
果
を
発
生
さ
せ
る
も

17~4~757 (香法'98)



¥,I ，
 

,
1し

法
律
行
為
は
法
律
効
果
を
発
生
さ
せ
、

抗
弁
が
対
抗
さ
れ
る
権
利
を
発
生
さ
せ
る
法
律
要
件
(82
あ
る
い
は
El)
が
存
在
し
、
他
方
で
、

さ
せ
る
法
律
要
件
（
い
あ
る
い
は
図
、

02)
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
と
ほ
ぼ
同
じ
構
造
を
持
っ
て
い

る
が
、
少
な
く
と
も
、
抗
弁
が
防
御
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
の
場
合
に
は
債
権
的
請
求
権
が
存
在
し
て

い
る
点
に
違
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

要
す
る
に
、

1
法
律
行
為
の
有
効
要
件
を
充
足
し
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
、
当
事
者
が
設
定
し
た
停
止
条
件
の
場
合
、
法
定

（
停
止
）
条
件
付
有
効
（
た
と
え
ば
、
死
因
贈
与
、
将
来
の
債
権
に
つ
い
て
の
担
保
権
設
定
、
終
意
(letztwillige
W
i
l
l
e
n
s
e
r
k
l
a
r
u
n
g
)
、
法
定
代
理
人
の
同

意
の
な
い
未
成
年
者
の
契
約
、
任
意
代
理
権
の
な
い
代
理
）
の
場
合
、

抗
弁

に
対
応
す
る
。

3
)
。

(
B
 

て
い
る
。

法
律
行
為
が
法
律
効
果
を
法
律
行
為
時
に
は
発
生
さ
せ
な
い
が
、
後
で
発
生
さ
せ
る
場
合
(M)
で
あ
る
。
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
が
、

一
旦
発
生
さ
せ
後
で
消
滅
さ
せ
る
の
と
、

法
定
（
停
止
）
条
件
付
有
効

ち
ょ
う
ど
反
対
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
法
律
行
為
時
に
す
ぐ
に
充
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

そ
れ
が
継
続
し
て
い
る
が
、

そ
れ
が
必
ず
し
も
要
求
さ
れ
て
い
な
い
有
効
要
件

(cz)
が
欠
如
し

8
 

法
律
行
為
は
法
律
行
為
時
に
有
効
で
あ
る
が
、
法
律
効
果
を
発
生
さ
せ
ず
に
後
で
発
生
さ
せ
る
場
合
（
い
）

こ
こ
で
は
、
法
律
行
為
の
有
効
要
件
(82)
は
ま
っ
た
＜
欠
如
し
て
お
ら
ず
、

た
だ
、

し
た
が
っ
て
、
法
定
（
停
止
）
条
件
付
有
効
と
未
決
定
U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
の
関
係
は
、

で
あ
る
。

U
n
w
i
r
k
s
a
m
k
e
i
t
と
U
ngtiltigkeit
の
関
係

そ
の
法
律
効
果
の
実
現
を
妨
げ
ら
れ
て
い
る
場
合

(AS)
で
あ
る
。

そ
の
権
利
の
実
現
を
妨
げ
る
抗
弁
を
発
生

お
そ
ら
く
ま
た
抗
弁
の
場
合
に
も
、

そ
れ
が
肯
定
さ
れ
、
無
効
（
た
と
え
ば
、

こ
の
効
力
が
先
の
ば
し
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る

1
0六

17-4 -758 (香法'98)



ドイツ民法典の編纂過程における取消概念の変遷（田中）

様
な
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

B
G
B
の
規
定
す
る
取
消
可
能
は
、

1
0七

き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
と
な
り
、
直
接
的
に
作
用
す
る
取

行
為
無
能
力
、
意
思
の
欠
如
、
方
式
の
瑕
疵
、
禁
止
規
範
違
反
、
物
権
斐
約
に
お
け
る
目
的
物
に
つ
い
て
の
権
利
の
欠
如
、
債
権
行
為
に
お
け
る
、
そ
の
行
為
を
す

る
権
利
の
欠
如
）
、
末
決
定
U
n
g
l
i
l
t
i
g
k
e
i
t
(
た
と
え
ば
、
具
体
的
処
分
権
限
の
欠
如
）
、
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
（
た
と
え
ば
、
強
迫
、
詐
欺
、

婚
姻
無
能
力
、
行
為
能
力
制
限
、
錯
誤
、
不
知
）
、
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
（
た
と
え
ば
、

actio
P
a
u
l
i
a
n
a
)

の
場
合
に
は
、
否
定
さ
れ
る
。

後
者
の
も
の
は
、
さ
ら
に
、

1
法
律
行
為
と
し
て
の
法
律
要
件
要
素
が
存
在
し
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
、
間
接
的
に
作
用
す
る

取
消
可
能
の
場
合
に
、
そ
れ
が
肯
定
さ
れ
、
無
効
と
未
決
定
U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
の
一
部
、
そ
し
て
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
の
場
合
に
、

ま
た
、
お
そ
ら
く
、
無
効
と
未
決
定
U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
の
場
合
に
は
、
切
一
般
的
な
法
秩
序
の
た
め
の
要
件
が
欠
如
し
て
お
り
、
直
接
的
、

あ
る
い
は
、
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
の
場
合
に
は
、
関
係
者
の
た
め
だ
け
の
要
件
が
欠
如
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
無
効
と
未
決
定
U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
と
の
区
別
は
、
③
法
律
行
為
時
に
充
足
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
か
ど
う
か
で
区
別
さ
れ
て

要
件
に
つ
い
て
は
、
三
つ
、
最
初
の
区
別
の
下
位
的
な
区
別
を
も
含
め
れ
ば
四
つ
の
基
準
で
、
複
雑
に
区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
複
雑
な
区
分
は
、
部
分
草
案
に
お
け
る

U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
に
つ
い
て
の
規
定
が
、
表
現
の
統
一
と
、
部
分
草
案
に
使
用
さ
れ
て

い
た
用
語
を
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
。

ー

S
a
v
i
g
n
y
や

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
に
お
い
て
は
、
取
消
可
能
は
、
訴
権
に
よ
る
も
の
、
抗
弁
に
よ
る
も
の
、
原
状
回
復
に
よ
る
も
の
を
含
む
多

取
消
可
能
概
念
の
変
遷

取
消
可
能
概
念
の
変
遷

い
る
。

そ
れ
が
否
定
さ
れ
る
。

17-4 759 (香法'98)



無
効
と
取
消
可
能
の
区
別

る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。

（
停
止
）
条
件
付
有
効
、
抗
弁
な
ど
、
も
っ
と
多
様
な
形
態
が
あ
る
。

し
か
し
、
法
律
行
為
の
効
力
を
否
定
す
る
概
念
は
、

一
方
で
法
律
効
果
が
発
生
し
、

B
G
B
が
規
定
す
る
無
効
と
取
消
可
能
に
二
分
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
意
味
内

容
が
限
定
さ
れ
た
無
効
や
取
消
可
能
の
ほ
か
に
、

U
n
w
i
r
 k
s
a
m
k
e
i
 t、
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
、
未
確
定
U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
、
法
定

こ
の
こ
と
は
、
冒
頭
で
指
摘
し
た
、
わ
が
国
に
お
け
る
「
無
効
概
念
の
多
様
化
」
の
試
み
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
「
無
効
」
を
多
様
化

す
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、

理
解
は
、

B
G
B
が
規
定
す
る
無
効
と
取
消
可
能
以
外
に
も
、
法
律
行
為
の
効
力
を
否
定
す
る
方
法
が
多
く
存
在
す

2
 

無
効
と
取
消
可
能
は
、

S
a
v
i
g
n
y
で
は
、
法
律
行
為
の
効
力
を
判
断
す
る
時
点
に
お
い
て
、
法
律
効
果
が
発
生
し
て
い
な
い
の
か
、
そ
れ

と
も
法
律
効
果
は
発
生
し
て
い
る
が
、

そ
れ
を
否
定
す
る
法
律
効
果
も
発
生
し
て
い
る
の
か
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

お
そ
ら
く
規
定
群
に
お
け
る
二
つ
の
区
別
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
区
別
を
基
礎
に
、

他
方
で
法
律
効
果
が
否
定
さ
れ
る
と
い
う
理
解
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、

ド
イ
ツ
普
通
法
に
お
い
て
は
、
抗
弁
に
つ
い
て
の
批
判
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
民
法
と
法
務
官
法
と
い
う
法
源
の
二
元

性
は
存
在
し
な
い
し
、
原
状
回
復
の
制
度
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
、
厳
格
法
と
衡
平
と
い
う
二
元
性
も
十
分
に
は
継
承
さ
れ
て
い

な
い
。

W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
以
降
、
無
効
と
取
消
可
能
が
、
共
に
法
律
行
為
の
有
効
要
件
の
欠
如
と
理
解
さ
れ
、
そ
の
区
別
は
、
実
定
法
の
内
部

の
問
題
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

B
G
B
で
は
、
無
効
に
お
い
て
は
、

一
般
的
な
法
秩
序
の
た
め
の
有
効
要
件
の
欠
如
、
取
消
可
能
に
お
い
て
は
、
関
係
者
の
た
め
の
有
効
要
件
の
欠
如
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

消
可
能
だ
け
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

1
0
八
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こ
の
よ
う
に

v
V
i
n
d
s
c
h
e
i
d
以
降
、
法
律
行
為
の
有
効
要
件
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

れ
る
よ
う
に
、

S
a
v
i
g
n
y
以
来
の
区
別
が
、
有
効
要
件
内
部
で
の
区
別
と
い
う
形
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。

1
0
九

し
か
し
、

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n

へ
の
反
批
判
に
み
ら

以
上
の
よ
う
な

B
G
B
の
立
法
者
の
理
解
を
前
提
に
す
れ
ば
、
冒
頭
に
設
定
し
た
問
題
は
、
次
の
よ
う
に
解
答
さ
れ
る
。

,.
~i ー

f

：
し

律
行
為
の
効
力
に
関
係
す
る
諸
概
念
の
中
で
は
、
取
消
可
能
、

日
本
に
お
い
て
、
錯
誤
し
た
意
思
表
示
に
お
い
て
承
認
さ
れ
て
い
る
「
取
消
可
能
に
類
似
し
た
無
効
」

ぜ
な
ら
、
法
律
効
果
が
一
旦
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、

は
、
本
稿
で
整
理
し
た
法

よ
り
正
確
に
は
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
な

無
効
や
末
決
定
U
n
g
l
i
l
t
i
g
k
e
i
t
、
法
定
（
停
止
）
条
件
付
有
効
と
区
別
さ
れ
、

取
消
に
よ
っ
て
最
初
か
ら
法
律
行
為
の
効
力
そ
の
も
の
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
や
抗
弁
と
区
別
さ
れ

2
 

れ
た
要
件
が
欠
如
す
る
か
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
日
本
に
お
け
る
公
益
的
理
由
と
個
人
的
利
益
の
保
護
と
に
よ
る
区
別
と

一
般
的
な
法
秩
序
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
要
件
が
欠
如
す
る
か
、
関
係
者
の
た
め
だ
け
に
設
定
さ

同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
区
別
の
基
準
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
未
決
定

U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
や
間
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
と
の
違
い
を

も
顧
慮
す
れ
ば
、
法
律
行
為
時
に
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
一
般
的
な
法
秩
序
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
要
件
が
欠
如
し
た
場
合
が

無
効
で
あ
り
、
関
係
者
の
た
め
だ
け
に
設
定
さ
れ
た
法
律
行
為
の
法
律
要
件
要
素
が
欠
如
し
た
場
合
が
（
直
接
的
に
作
用
す
る
）
取
消
可
能
で

あ
る
。
無
効
に
お
い
て
法
律
行
為
の
法
律
要
件
要
素
が
注
目
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、

無
効
と
取
消
可
能
は
、
同
じ
次
元
で
は
区
別
で
き

以
上
の
こ
と
を
前
提
に
、
錯
誤
に
関
し
て
言
え
ば
、
①
で
述
べ
た
よ
う
に
そ
の
効
果
が
実
際
に
は
取
消
可
能
に
ほ
か
な
ら
な
い
以
上
、

な
い
こ
と
に
な
る
。

無
効
と
取
消
可
能
の
区
別
は
、

る
か
ら
で
あ
る
。

四

む

す

ぴ

ま
た
、
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内
心
的
な
意
思
の
存
在
と
い
う
要
件
は
、
今
日
の
日
本
で
は
、
関
係
者
の
た
め
だ
け
に
設
定
さ
れ
た
法
律
行
為
の
法
律
要
件
要
素
と
し
て

ち
な
み
に
、

そ
の
理
由
と
し
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
と
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
広
範
囲
な
法
領
域
に
通
用
し
て
い
る
法
に
一
致
し
、
批
判
者
か
ら

だ
け
で
な
く
、
連
邦
の
諸
政
府
に
よ
っ
て
も
強
く
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
最
も
事
態
(
S
a
c
h
l
a
g
e
)

に
適
し
て
お
り
、

な
る
こ
と
は
錯
誤
者
に
も
そ
の
相
手
方
に
も
不
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
に
は
、
第
一
委
員

会
以
降
、
取
消
可
能
が
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能
だ
け
を
意
味
す
る
も
の
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
と

い
う
の
も
、

(
3
)
 

B
G
B
の
第
一
草
案
で
は
、
錯
誤
は
無
効
と
さ
れ
て
い
た
が
、
第
二
委
員
会
に
お
い
て
取
消
可
能
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
普
通
法
に
お
い
て
は
、
内
心
的
な
意
思
は
法
律
行
為
の
法
律
要
件
要
素
と
理
解
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、

法
律
行
為
を
無
効
に
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

か
わ
ら
ず
、
法
律
行
為
は
一
旦
法
律
効
果
を
発
生
し
、

消
可
能
」

そ
の
欠
如
は

B
G
B
に
お
い
て
、
法
律
行
為
の
法
律
要
件
要
素
が
欠
如
す
る
に
も
か

そ
の
法
律
効
果
が
物
的
に
遡
及
し
て
消
滅
す
る
と
い
う
「
直
接
的
に
作
用
す
る
取

の
概
念
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
律
要
件
要
素
を
欠
如
し
つ
つ
も
無
効
で
は
な
く
取
消
可
能
で
あ
る
と
す
る
余
地
が

法
律
行
為
の
効
力
に
関
係
す
る
諸
概
念
と
欠
如
す
る
要
件
と
の
関
連
性
自
体
が
あ
る
程
度
推
測
に
基
づ
か
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
、

で
に
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
否
定
で
き
な
い
し
、
法
律
行
為
の
効
力
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る

B
G
B
の
個
々
の
条
文
に
よ
っ
て
、
こ
の

推
測
を
さ
ら
に
検
証
し
て
い
く
こ
と
や
、

し
か
し
、
本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
前
提
に
す
れ
ば
、
法
律
行
為
の
効
力
に
関
す
る
個
々
の
規
定
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
法
律
効
果
か
ら
、

る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
規
定
に
お
い
て
、

そ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
、
当
該
法
律
行
為
が
欠
如
し
て
い
る
要
件
が
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

そ
こ
に
規
定
さ
れ
た
要
件
に
該
当
す
る
法
律
行
為
の
効
力
が
、
直
接
的
に
作
用
す
る
取
消
可
能

開
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

B
G
B
施
行
後
の
学
説
の
展
開
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

―1
0
 

す

一
旦
有
効
に
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か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
こ
と
は
、
関
係
者
の
た
め
だ
け
に
設
定
さ
れ
た
法
律
行
為
の
構
成
要
件
要
素
で

こ
の
こ
と
は
、
法
律
行
為
の
効
力
に
関
す
る
個
々
の
規
定
に
お
い
て
、

果
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ど
の
よ
う
な
効
果
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
の
か
は
、

定
法
毎
に
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、

そ
れ
は
、

ま
さ
し
く
立
法
政
策
的
判
断
で
あ
ろ
う
。
立
法
政
策
的
判
断
が
要
件
の
性
質
づ
け
に

そ
れ
を
説
明
す
る
要
件
の
性
質
づ
け
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
要
件
の
性
質
づ
け
は
無
意
味
な
の
で
は
な
く
、

そ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
要
件
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
か
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
な
立
法
政
策
的
判
断
が
ど
の
よ
う
な
点
に
着
目
し
て
い
る
か
、

か
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

政
策
的
判
断
に
お
い
て
、

先
行
し
、
制
定
法
毎
に
異
な
り
う
る
以
上
、

事
情
を
考
慮
し
て
個
々
の
規
定
毎
に
決
定
さ
れ
る
、

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
場
合
、

そ
の
基
礎
に
あ
る
要
件
を
分
類
す
る
基
準
も
ま
た
制

具
体
的
に
行
わ
れ
た
立
法

そ
の
よ
う
な
判
断
相
互
の
関
係
、
言
い
か
え
れ
ば
民
法
の
体
系
を
明
ら

(
l
)

無
効
の
例
で
あ
る
「
債
権
行
為
に
お
け
る
、
そ
の
行
為
を
す
る
権
利
の
欠
如
」
や
未
決
定
U
n
g
t
i
l
t
i
g
k
e
i
t
の
例
で
あ
る
「
具
体
的
処
分
権
限
の
欠
如
」

が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
明
白
で
は
な
い
が
、
前
者
が
任
意
代
理
権
の
な
い
代
理
を
意
味
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
法
定
（
停
止
）
条
件
付
有
効
と

交
錯
し
、
後
者
も
そ
れ
が
他
人
の
権
利
の
処
分
を
意
味
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
無
効
と
交
錯
す
る
。
こ
の
よ
う
な
交
錯
に
は
い
く
つ
か
の
原
因
が
考
え
ら
れ

る
。
た
と
え
ば
、
錯
誤
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
具
体
的
な
場
合
に
つ
い
て
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
効
果
を
与
え
る
の
か
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
、
あ
る
い
は
、
取
消
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
が
何
を
意
味
す
る
の
か
も
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ

に
し
ろ
、

B
G
B
の
編
纂
過
程
に
お
け
る
審
議
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
最
終
的
に

与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
規
定
毎
の
判
断
の
違
い
が
ど
こ
に
あ
る

そ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
要
件
の
欠
如
が
、

い
ろ
い
ろ
な

ど
の
よ
う
な
効

17-4 -763 (香法'98)
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